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保
ほけんりょう

険料の納
おさ

め方
かた

がより便
べ ん り

利に

産
さんぜん

前産
さ ん ご

後期
き か ん

間の国
こくみん

民健
けんこう

康保
ほけんりょう

険料が軽
けいげん

減されます

マイナンバーカードの健
けんこうほけんしょう

康保険証利
り よ う

用 （マイナ保
ほけんしょう

険証）

●保
ほけんりょう
険料が電

で ん し
子マネーで納

の う ふ
付できます

あらかじめ利
りようとうろく
用登録したスマートフォン決

けっさい
済アプリの請

せいきゅうしょばら
求書払いサービスを活

かつよう
用

して、保
ほけんりょう
険料を納

のうふ
付するサービスです。

利
りよう
用できる事

じぎょうしゃ
業者は納

のうふしょ
付書の裏

りめ ん
面に記

きさ い
載されていますのでご確

かくにん
認ください。詳

しょうさい
細

は電
でんしばん
子版をご覧

らん
ください。

●即
そくじつ
日口

こうざふりかえ
座振替（自

じどうはらいこみ
動払込）の登

とうろく
録ができます

振
ふりかえ
替を希

きぼう
望する金

きんゆうきかん
融機関のキャッシュカード（磁

じ き つ き
気付）と暗

あんしょうばんごう
証番号で即

そくじつこうざふりかえ
日口座振替の登

とうろく
録ができます。

手
てつづ
続きできる場

ばしょ
所：医

いりょうほけんねんきんか
療保険年金課 国

こくほしかくがかりまどぐち
保資格係窓口（新

しんじゅく
宿区

くやくしょ
役所本

ほんちょうしゃ
庁舎4階

かい
）

必
ひつよう
要なもの ：手

てつづ
続きする本

ほんにんめいぎ
人名義のキャッシュカード（磁

じ き つ き
気付）、本

ほんにんかくにんしょるい
人確認書類（4ページ参

さんしょう
照）

口
こ う ざ
座振

ふりかえ
替開

か い し
始月

づき
：原
げんそく
則として手

てつづ
続きの翌

よくげつ
月

対
たいしょうきんゆうきかん
象金融機関 ： みずほ銀

ぎんこう
行、三

みつびし
菱UFJ銀

ぎんこう
行、三

みつ い
井住
すみともぎんこう
友銀行、りそな銀

ぎんこう
行、ゆうちょ銀

ぎんこう
行

　※一
いちぶ
部ご利

りよう
用できないカードがあります。

新
しんじゅくく
宿区国

こくみんけんこう
民健康保

ほ け ん
険からのお知

し
らせ

お問
と
い合

あ
わせ先

さき 国
こくほしかくがかり
保資格係

子
こそ だ
育て世

せだ い
代の負

ふた ん
担軽

けいげん
減、次

じ せ だ い
世代育

いくせい
成支

しえ ん
援等

とう
の観

かんてん
点から、出

しゅっさん
産予

よて い
定または出

しゅっさん
産した方

かた
の産

さんぜん
前産

さん ご
後期

きか ん
間の国

こくみん
民健

けんこう
康

保
ほけんりょう
険料を軽

けいげん
減する制

せいど
度です。

【対
たいしょう
象となる方

かた
】

令
れいわ
和5年

ねん
11月

がつ
1日
にち
以
いこ う
降に出

しゅっさん
産予

よて い
定または出

しゅっさん
産した国

こくみん
民健
けんこう
康保

ほけ ん
険被

ひほ け ん し ゃ
保険者の方

かた
が対

たいしょう
象です。

妊
にんしん
娠85日

にち
（4カ

か
月
げつ
）以
いじょう
上の出

しゅっさん
産が対

たいしょう
象です（死

しざん
産、流

りゅうざん
産、早

そうざん
産及
およ
び人
じんこう
工妊
にんしん
娠中

ちゅうぜつ
絶の場

ばあ い
合も含

ふく
みます）。

※ 新
しんじゅくく
宿区より出

しゅっさん
産育

い く じ
児一

いちじきん
時金の支

しきゅう
給を受

う
けている場

ばあ い
合には、届

とどけで
出は不

ふよ う
要です（区

く
で出

しゅっさん
産の事

じじ つ
実を確

かくにん
認し、対

たいしょうきかん
象期間の保

ほけんりょう
険料を

軽
けいげん
減します）。

※制
せいど
度や手

てつづ
続きの詳

しょうさい
細については、20ページをご覧

らん
ください。

マイナ保
ほけんしょう
険証は、医

いりょう
療機

きか ん
関や薬

やっきょく
局での受

うけつけ
付がスムーズになるほか、簡

かんたん
単に医

いりょうひ
療費の確

かくにん
認が

できるなど、とても便
べん り
利です。マイナ保

ほけんしょう
険証は、マイナンバーカードの取

しゅとくご
得後に「マイナポー

タル」から簡
かんたん
単に申

もうしこ
込むことができます。ぜひご利

りよう
用ください。

【マイナ保
ほけんしょう
険証のメリット】

• 医
いりょうひ
療費を20円

えん
節
せつやく
約できる：紙

かみ
の保

ほけんしょう
険証よりも、皆

みな
さまの保

ほけんりょう
険料で賄

まかな
われている医

いりょうひ
療費を20円

えん
節
せつやく
約でき、自

じ  こ
己

負
ふた ん
担も低

ひく
くなります。

• より良
よ
い医

いりょう
療を受

う
けることができる：過

か こ
去のお薬

くすり
情
じょうほう
報や健

けんこう
康診

しんだん
断の結

けっ か
果を見

み
られるようになるため、身

しんたい
体の

状
じょうたい
態や他

ほか
の病

びょうき
気を推

すいそく
測して治

ちりょう
療に役

やく
立
だ
てることができます。また、お薬

くすり
の飲

の
み合

あ
わせや分

ぶんりょう
量を調

ちょうせい
整してもらう

こともできます。
• 手
てつ づ
続きなしで高

こうがく
額医

いりょう
療の限

げんどがく
度額を超

こ
える支

しは ら
払いが免

めんじょ
除される：限

げんどがく
度額適

てきよう
用認

にんていしょう
定証等

とう
がなくても、高

こうがく
額療

りょうようひ
養費

制
せい ど
度における限

げんどがく
度額を超

こ
える支

しはら
払いが免

めんじょ
除されます。

●令
れいわ
和6（2024）年

ねん
12月

がつ
2日

か
から国

こくみんけんこうほけん
民健康保険被

ひ
保
ほけんしゃしょう
険者証（保

ほけんしょう
険証）は交

こうふ
付されなくなります

• 令
れ い わ
和6（2024）年

ねん
12月

がつ
1日
にち
の時

じて ん
点でお手

ても と
元にある有

ゆうこう
効な保

ほけんしょう
険証は、最

さいちょう
長で令

れい わ
和7（2025）年

ねん
9月
がつ
30日

にち
まで使

しよ う
用

可
かの う
能です。

• 令
れい わ
和6（2024）年

ねん
12月

がつ
2日

か
以
いこ う
降、マイナ保

ほけんしょう
険証を保

ほゆう
有していない方

かた
には、「資

しかく
格確
かくにんしょ
認書」が交

こうふ
付されます。

マイナ保
ほけんしょう
険証に関

かん
する最

さいしん
新の情

じょうほう
報は、厚

こうせい
生労

ろうどうしょう
働省のホームページ【マイナンバーカードの健

けんこう
康保

ほけんしょう
険証利

りよ う
用につい

て】をご覧
らん
ください。また、制

せいど
度全
ぜんぱん
般に関

かん
するお問

と
い合

あ
わせは、次

つぎ
の電

でんわばんごう
話番号で対

たいおう
応します。

マイナンバー総
そうごう
合フリーダイヤル（総

そうむしょう
務省）　 ®0120-95-0178（通

つうわりょう
話料無

むりょう
料）

詳
しょうさい
細は電

でんしばん
子版を

ご覧
らん
ください。

お問
と
い合

あ
わせ先

さき 国
こくほしかくがかり
保資格係

お問
と
い合

あ
わせ先

さき 国
こくほしかくがかり
保資格係
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国
こくみん
民健

けんこう
康保

ほ け ん
険（国

こ く ほ
保）の

仕
し く
組みについて知

し
りたい

こんなとき 内
ない

容
よう

ページ

国
こ く ほ
保の加

かにゅう
入、脱

だったい
退、

資
し か く
格の変

へんこう
更の手

て つ づ
続きをしたい

保
ほけんりょう
険料の決

き
まり方

かた
を知

し
りたい

保
ほけんりょう
険料の納

おさ
め方

かた
を知

し
りたい

保
ほけんりょう
険料を減

げんめん
免してほしい

保
ほけんりょう
険料が納

おさ
められない

健
けんこうしんさ
康診査や保

ほようしせつとう
養施設等について知

し
りたい

国
こ く ほ
保の給

きゅうふ
付を受

う
けたい

（高
こうがく
額な医

いりょうひ
療費がかかってしまった

とき、いったん全
ぜんがく
額負

ふ た ん
担したとき

など）

●お問
と
い合

あ
わせ先

さき
 ……………………………………………………………………………………………………………… 46

・保
ほけんじぎょう
健事業のご案

あんない
内 ……………………………………………………………… 44

・国
こくみんけんこうほけんひ
民健康保険被保

ほけんしゃしょう
険者証（保

ほけんしょう
険証） ………………… 　  8

・国
こくほ
保に入

はい
っていると ………………………………… 26

・国
こくほ
保をやめるときの注

ちゅういてん
意点 ………………………… 26

・高
こうれい
齢受

じゅきゅうしゃしょう
給者証 ………………………………………… 28

・国
こくほ
保の給

きゅうふ
付制

せい ど
度

●❶療
りょうようひ
養費の支

しきゅう
給（いったん全

ぜんがく
額負

ふた ん
担したとき） …… 30

●❷高
こうがく
額療

りょうよう
養費

ひ
制
せい ど
度（医

いりょうひ
療費が高

こうがく
額になったとき） … 32

●❸限
げんど
度額
がく
適
てきよう
用認

にんていしょう
定証 ………………………………… 38

●❹入
にゅういんちゅう
院中の食

しょくじだい
事代 …………………………………… 38

●❺出
しゅっさん
産したとき ……………………………………… 40

●❻亡
な
くなったとき …………………………………… 40

●❼傷
しょうびょうてあてきん
病手当金 ………………………………………… 40

●❽長
ちょうき
期特
とくてい
定疾
しっぺい
病で療

りょうよう
養の方

かた
 ………………………… 42

●❾結
けっかく
核・精

せいしんいりょうきゅうふしょう
神医療給付証の交

こうふ
付 …………………… 42

・国
こくほ
保に加

かにゅう
入する人

ひと
 …………………………………… 　  6

・国
こくほ
保の届

とど
け出

で
 ………………………………………… 10

・保
ほけんりょう
険料の決

き
まり方

かた
 …………………………………… 12

・保
ほけんりょう
険料の計

けいさん
算方
ほうほう
法 …………………………………… 14

・保
ほけんりょう
険料が減

げんめん
免されるとき …………………………… 16

・保
ほけんりょう
険料の納

のうふ
付が困

こんなん
難なとき ………………………… 24

・保
ほけんりょう
険料の納

おさ
め方
かた
 ……………………………………… 22

国
こ く ほ
保とは

国
こ く ほ
保とは

保
ほけんりょう
険料

国
こ く ほ
保で受

う
けられる

給
きゅうふ
付

国
こ く ほ
保で受

う
けられる

給
きゅうふ
付

手
てつづ
続きの際

さい
には、以

い か
下の書

しょるい
類をお持

も
ちください（有

ゆうこうきげん
効期限のある書

しょるい
類は、有

ゆうこうきげんない
効期限内のものに限

かぎ
ります）。

●個
こじんばんごうかくにん
人番号確認（郵

ゆうそうしんせいじ
送申請時には不

ふ よ う
要です）

1点
てん
のみ ・マイナンバーカード（個

こじんばんごう
人番号カード）　　　　・個

こじん
人番
ばんごう
号の表

ひょうじ
示がある住

じゅうみんひょう
民票

・通
つうち
知カード（住

じゅうしょ
所、氏

しめ い
名等
とう
の記

きさ い
載事

じこ う
項に変

へんこう
更がないもの、または正

ただ
しく変

へんこう
更手

てつ づ
続きがとられているもの）

●本
ほんにん
人確
かくにん
認 官

かんこう
公署
しょ
等
とう
発
はっこう
行の区

く
が認
みと
める書

しょるい
類

1点
てん
のみ

顔
かお
写
じゃしんつ
真付き証

しょうめいしょ
明書

（例
れい
）・マイナンバーカード（個

こじん
人番
ばんごう
号カード）　　　・運

うんてんめんきょしょう
転免許証　　　・在

ざいりゅう
留カード　　　・パスポート

　　・身
しんたいしょうがいしゃてちょう
体障害者手帳　　　・精

せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょう
神障害者保健福祉手帳　　など

2点
てん
以
いじょう
上

顔
かおじゃしん
写真のない証

しょうめいしょ
明書

（例
れい
）・健

けんこうほけんひほけんしゃしょう
康保険被保険者証（保

ほけんしょう
険証）　　　・健

けんこうほけんしかくそうしつしょうめいしょ
康保険資格喪失証明書　　　・国

こくみんけんこうほけんりょうのうにゅうつうちしょ
民健康保険料納入通知書

　　・住
じゅうみんひょう
民票　　　・介

かい
護
ご
保
ほ
険
けん
証
しょう
　　　・国

こくみんねんきんてちょう
民年金手帳または基

き
礎
そ
年
ねん
金
きん
番
ばん
号
ごう
通
つう
知
ち
書
しょ
　　など

※代
だいり
理の方

かた
が手

てつ づ
続きをされる場

ばあい
合は、次

つぎ
の書

しょるい
類が必

ひつよう
要となります。

　・法
ほうていだいりにん
定代理人の登

とうきじこうしょうめいしょ
記事項証明書　または　委

いにんじょう
任状（新

しんじゅくく
宿区ホームページからダウンロードできます）

　・届
とど
け出

で
の対
たいしょう
象となる方

かた
の個

こじんばんごう
人番号の確

かくにん
認ができる書

しょるい
類

　・代
だいり
理の方

かた
の本

ほんにん
人確

かくにん
認ができる書

しょるい
類

本
ほんにん
人確

かくにんしょるい
認書類について

目
も く

次
じ 詳

しょうさい
細は電

でんしばん
子版を

ご覧
らん
ください。
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国
こくみん
民健

けんこう
康保

ほ け ん
険（国

こ く ほ
保）は、加

かにゅうしゃ
入者（被

ひ ほ け ん し ゃ
保険者）であるみなさんが安

あんしん
心して医

いりょう
療が

受
う
けられるように、それぞれの収

しゅうにゅう
入に応

おう
じてお金

かね
を出

だ
し合

あ
い、そこから医

いりょうひ
療費

を支
し は ら
払う制

せい ど
度です。加

かにゅうしゃ
入者のみなさんが病

びょうき
気やけがをしたときには、国

こ く ほ
保で

医
いりょう
療給

きゅうふ
付を受

う
ける権

け ん り
利がありますが、その代

か
わりに、世

せ た い
帯主

ぬし
の方

かた
は保

ほけんりょう
険料を納

おさ

める義
ぎ む
務を負

お
います。

国
こ く ほ

保に加
かにゅう

入する人
ひと

お問
と
い合

あ
わせ先

さき
国
こくほしかくがかり
保資格係

職
しょくば
場の健

けんこう
康保

ほけ ん
険（健

けんこう
康保

ほけ ん
険組
くみあい
合、国

こくみん
民健
けんこう
康保

ほけ ん
険組
くみあい
合等
とう
）に加

かにゅう
入できる方

かた
や、生

せいかつ
活保

ほ ご
護を受

う
けている方

かた
以
いが い
外は、

国
こくほ
保に加

かにゅう
入します。

個
こ じ ん
人事

じぎょう
業主

ぬし
の方

かた 退
たいしょく
職などで職

しょくば
場の

健
けんこう
康保

ほ け ん
険をやめた方

かた

パート・アルバイト等
とう
で

職
しょくば
場の健

けんこう
康保

ほ け ん
険に

加
かにゅう
入できない方

かた

住
じゅうみん
民登

とうろく
録をしている

外
がい
国
こくせき
籍の方

かた
で、職

しょくば
場の

健
けんこう
康保

ほ け ん
険に加

かにゅう
入できない方

かた

※ 外
がい
国
こくせき
籍の方

かた
で、在

ざいりゅう
留期

きか ん
間が3カ

か
月
げつ
以
い か
下の方

かた
、在

ざいりゅう
留期

きげ ん
限の切

き
れている方

かた
、在

ざいりゅう
留資

しか く
格が「外

がいこう
交」の方

かた
、医

いりょう
療目

もくてき
的・観

かんこう
光・保

ほよう
養等

とう
で

発
はっきゅう
給された「特

とくてい
定活

かつどう
動」に該

がいとう
当する方

かた
については、原

げんそく
則、国

こくほ
保に加

かにゅう
入できません。

お問
と
い合

あ
わせ先

さき
高
こうれいしゃいりょうたんとうか
齢者医療担当課高

こうれいしゃいりょうがかり
齢者医療係

※ 75歳
さい
になった方

かた
は、一

いちぶ
部の方

かた
を除

のぞ
き、それまで加

かにゅう
入していた医

いりょう
療保

ほけ ん
険（国

こくみん
民健

けんこう
康保

ほけ ん
険や社

しゃかいほけんとう
会保険等）から自

じどうてき
動的に後

こうき
期高

こうれい
齢

者
しゃ
医
いりょう
療制

せい ど
度に移

いこう
行します（届

とど
け出

で
不
ふよ う
要）。詳

しょうさい
細は電

でんしばん
子版をご覧

らん
ください。
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国こ
く
ほ保

で
受う

け
ら
れ
る
給き

ゅ
う
ふ付

保ほ
け
ん
り
ょ
う

険
料

国こ
く
ほ保

と
は

国
こ く ほ

保とは
詳
しょうさい
細は電

でんしばん
子版を

ご覧
らん
ください。



国
こくみんけんこうほけんひ

民健康保険被保
ほけんしゃしょう

険者証（保
ほけんしょう

険証）
お問

と
い合

あ
わせ先

さき
国
こくほしかくがかり
保資格係

保
ほけんしょう
険証は1

ひとり
人に1枚

まい
交
こ う ふ
付します。みなさんが保

ほ け ん
険診

しんりょう
療を受

う
けるときの証

しょうめいしょ
明書です。

●令
れい わ
和6（2024）年

ねん
12月

がつ
1日
にち
の時

じて ん
点でお手

ても と
元にある有

ゆうこう
効な保

ほけんしょう
険証は、最

さいちょう
長で令

れい わ
和7（2025）年

ねん
9月
がつ
30

日
にち
まで使

しよう
用可

かの う
能です。

●令
れいわ
和6（2024）年

ねん
12月

がつ
2日

か
以
いこ う
降は、保

ほけんしょう
険証を交

こうふ
付しなくなり、マイナ保

ほけんしょう
険証を保

ほゆう
有していない方

かた
には、

資
しかくかくにんしょ
格確認書を交

こうふ
付します。

●令
れい わ
和6（2024）年

ねん
12月

がつ
2日

か
以
いこ う
降の有

ゆうこう
効期

きげ ん
限が記

きさ い
載された保

ほけんしょう
険証をお持

も
ちで、マイナ保

ほけんしょう
険証を保

ほゆ う
有し

ていない方
かた
には、申

しんせい
請いただくことなく資

しか く
格確

かくにんしょ
認書が交

こう ふ
付され、引

ひ
き続

つづ
き医

いりょう
療を受

う
けることができ

ます。 

●保
ほけんしょう
険証は絶

ぜったい
対に他

たにん
人に貸

か
してはいけません（不

ふせい
正に保

ほけんしょう
険証を使

しよう
用すると、法

ほうりつ
律で罰

ばっ
せられます）。

● 70歳
さい
～ 74歳

さい
の方

かた
が診

しんりょう
療を受

う
けるときは、保

ほけんしょう
険証とあわせて高

こうれい
齢受

じゅきゅうしゃ
給者証

しょう
を提

てい じ
示してください（詳

くわ

しくは、28ページをご覧
らん
ください）。

※ 保
ほけんしょう
険証の裏

りめん
面に臓

ぞうき
器提

ていきょう
供意

い し
思表

ひょうじらん
示欄を設

もう
けています。臓

ぞうき
器移

いしょく
植に

関
かん
するご質

しつもん
問・お問

と
い合

あ
わせは、

（公
こうしゃ
社）日

にほん
本臓

ぞう き
器移

いしょく
植ネットワーク（ ®0120-78-1069）へ。

東　　京　　都
国 民 健 康 保 険
被 保 険 者 証

氏　　　　名

生　年　月　日
運用開始年月日
交 付 年 月 日
住 所

世帯主氏名
保険者番号

有効期限

記号　　　番号　　（枝番）

性別

交付者名　新宿区 印
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詳
しょうさい
細は電

でんしばん
子版を

ご覧
らん
ください。

国こ
く
ほ保

で
受う

け
ら
れ
る
給き

ゅ
う
ふ付

保ほ
け
ん
り
ょ
う

険
料

国こ
く
ほ保

と
は



国
こ く ほ

保の届
とど

け出
で

お問
と
い合

あ
わせ先

さき
国
こくほしかくがかり
保資格係

●こんなときには14日
か
以
い な い
内に届

とど
け出

で
を！

各
かくしゅ
種届

とど
け出

で
は、区

くやくしょ
役所または特

とくべつしゅっちょうじょ
別出張所の

窓
まどぐち
口にお越

こ
しください。一

いち ぶ
部郵

ゆうそう
送での手

てつ づ
続き

も可
かのう
能です。

なお、住
じゅうみんひょうじょう
民票上の同

どういつ
一世

せたいいん
帯員以

いが い
外の方

かた
が届

とど

け出
で
をする場

ばあい
合は、委

いにんじょう
任状が必

ひつよう
要です。

こんなとき 手
てつづ
続きに必

ひつよう
要な書

しょるい
類

入は
い
る
と
き

新
しんじゅくく
宿区に転

てんにゅう
入してきた※1 転

てんしゅつ
出証

しょうめいしょ
明書

職
しょくば
場の健

けんこう
康保

ほけ ん
険などをやめた

職
しょくば
場の健

けんこう
康保

ほけ ん
険の資

しかく
格喪

そうしつ
失証

しょうめいしょ
明書

（扶
ふよう
養家

かぞ く
族がいない場

ばあい
合は、退

たいしょく
職証

しょうめいしょ
明書でも代

だいようか
用可）

生
せいかつ
活保

ほ ご
護を受

う
けなくなった

保
ほ ご
護受

じゅきゅう
給証

しょうめいしょ
明書

（単
たんしんせたい
身世帯の場

ばあい
合は、保

ほ
護
ご
廃
はい
止
し
決
けっ
定
てい
通
つうちしょ
知書でも代

だいようか
用可）

子
こ
どもが生

う
まれた※1 国

こく ほ
保の保

ほけんしょう
険証※2

や
め
る
と
き

新
しんじゅくくがい
宿区外へ転

てんしゅつ
出する※1 国

こく ほ
保の保

ほけんしょう
険証※3

職
しょくば
場の健

けんこう
康保

ほけ ん
険などに加

かにゅう
入した（電

でんししんせい
子申請・
郵
ゆうそうか
送可 ） 職

しょくば
場の健

けんこう
康保

ほけんしょう
険証、国

こくほ
保の保

ほけんしょう
険証

生
せいかつ
活保

ほ ご
護を受

う
けるようになった（電

でんししんせい
子申請・
郵
ゆうそうか
送可 ） 国

こく ほ
保の保

ほけんしょう
険証、保

ほ ご
護受

じゅきゅう
給証

しょうめいしょ
明書

国
こく ほ
保の加

かにゅうしゃ
入者が死

しぼう
亡した※1 国

こく ほ
保の保

ほけんしょう
険証

（対
たいしょう
象の方

かた
の保

ほけんしょう
険証を回

かいしゅう
収します）

※1　住
じゅうみんひょうじょう
民票上の情

じょうほう
報を変

へんこう
更する届

とど
け出

で
は、戸

こせき
籍住

じゅうみんか
民課住

じゅうみん
民記

きろくがかり
録係または各

かく
特
とくべつ
別出

しゅっちょうじょ
張所の窓

まどぐち
口で受

うけつ
付けます。

※2　 夫
ふう ふ
婦一

いっぽう
方が被

ひ
用
ようしゃ
者保

ほけ ん
険（社

しゃかい
会保

ほけ ん
険等

とう
）の被

ひ
保
ほけんしゃ
険者の場

ばあ い
合には、まずお子

こ
様
さま
を被

ひ
扶
ふようしゃ
養者として認

にんてい
定できないかを保

ほけんじゃ
険者にご

確
かくにん
認ください。被

ひ
扶
ふようしゃ
養者として認

にんてい
定されない場

ばあ い
合には、保

ほけんじゃ
険者から発

はっしゅつ
出される不

ふにんてい
認定の通

つう ち
知をお持

も
ちのうえ、お手

てつづ
続き

ください。
※3　 修

しゅうがく
学のためや介

かいごほけんしせつとう
護保険施設等への入

にゅうしょ
所のために新

しんじゅくく
宿区を転

てんしゅつ
出する場

ばあい
合は、申

しんせい
請により新

しんじゅくく
宿区の国

こくほ
保を継

けいぞく
続できる場

ばあい
合が

あります。

●国
こ く ほ
保をやめる手

て つ づ
続きは電

でんししんせい
子申請・郵

ゆうそう
送でもできます（詳

しょうさい
細は電

でんしばん
子版をご覧

らん
ください）

申
しんせい
請に必

ひつよう
要なもの ■届

とどけでにん
出人の本

ほんにん
人確
かくにんしょるい
認書類（郵

ゆうそう
送の場

ばあい
合はコピー）　※4ページ参

さんしょう
照

■やめる方
かた
全
ぜんいんぶん
員分の国

こくほ
保の保

ほけんしょう
険証の原

げんぽん
本（郵

ゆうそう
送の場

ばあい
合のみ）

■手
てつづ
続きに必

ひつよう
要な書

しょるい
類（郵

ゆうそう
送の場

ばあい
合は余

よはく
白に①国

こくほだったい
保脱退の意

いしひょう じ
思表示、②住

じゅうしょ
所、③電

でんわばんごう
話番号を記

きにゅう
入してください）

　　　　職
しょくば
場の健

けんこうほけん
康保険などに加

かにゅう
入した場

ば あ い
合… 職

しょくば
場の健

けんこうほけんしょう
康保険証（被

ひふようしゃぶん
扶養者分を含

ふく
む。

郵
ゆうそう
送の場

ばあい
合はコピー）

　　　　生
せ い か つ ほ ご
活保護を受

う
けるようになった場

ば あ い
合…保

ほ
護
ご
受
じゅ
給
きゅう
証
しょう
明
めい
書
しょ

●加
かにゅう
入の届

とど
け出

で
が遅
おく
れると…

保
ほけんりょう
険料は国

こく ほ
保に加

かにゅう
入した月

つき
まで遡

さかのぼ
って（最

さいだい
大2年

ねんかん
間）納

おさ
めることになります。一

いっぽう
方で、保

ほけんしょう
険証が交

こう ふ
付され

ていないため、その間
あいだ
に医

いりょうきかんとう
療機関等で支

しはら
払う医

いりょうひ
療費は全

ぜんがく
額自

じ こ ふ た ん
己負担となります。

●保
ほけんしょう
険証を紛

ふんしつ
失したら…

届
とどけでにん
出人の本

ほんにん
人確

かくにんしょるい
認書類を持

も
って医

いりょうほけんねんきんか
療保険年金課または各

かくとくべつしゅっちょうじょ
特別出張所の窓

まどぐち
口で、

再
さいこうふ
交付の手

てつづ
続きをしてください。

■手
てつづ
続きに必

ひつよう
要な書

しょるい
類（詳

くわ
しくは下

か き
記の表

ひょう
をご覧

らん
ください）

■届
とどけでにん
出人または手

てつづ
続き対

たいしょうしゃ
象者の個

こじん
人番
ばんごう
号確
かくにん
認書
しょるい
類

■届
とどけでにん
出人の本

ほんにん
人確
かくにん
認書
しょるい
類

※4ページ参
さんしょう
照

申
しんせい
請に必

ひつよう
要なもの

電
でんししんせい
子申請・郵

ゆうそうしんせい
送申請OK
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詳
しょうさい
細は電

でんしばん
子版を

ご覧
らん
ください。

国こ
く
ほ保

で
受う

け
ら
れ
る
給き

ゅ
う
ふ付

保ほ
け
ん
り
ょ
う

険
料

国こ
く
ほ保

と
は



保
ほ け ん り ょ う

険料
詳
しょうさい
細は電

でんしばん
子版を

ご覧
らん
ください。

詳
しょうさい
細は電

でんしばん
子版を

ご覧
らん
ください。

みなさんが病
びょうき
気やけがをしたときの医

いりょう
療費

ひ
等
とう
の財

ざいげん
源として、みなさん

に保
ほけんりょう
険料を納

おさ
めていただきます。

詳
しょうさい
細は、電

で ん し
子版

ばん
または保

ほけんりょう
険料の通

つ う ち
知書

しょ
に同

どうふう
封のチラシでもご案

あんない
内して

います。

保
ほけんりょう

険料の決
き

まり方
かた

お問
と
い合

あ
わせ先

さき
国
こくほしかくがかり
保資格係

●保
ほけんりょう
険料の決

けってい
定について

１年
ねんかん
間（4月

がつ
～翌
よくねん
年3月

がつ
）の保

ほけんりょう
険料は、毎

まいとし
年6月

がつ
に決
けってい
定し、6月

がつ
中
ちゅうじゅん
旬頃
ごろ
に通

つう ち
知書
しょ
をお送

おく
りします。保

ほけんりょう
険料は、

6月
がつ
納
のう き
期から翌

よくねん
年3月

がつ
納
のう き
期までの年

ねん
10回

かい
払
ばら
いとなります。納

のう
期
きげ ん
限は、各

かく
納
のう き
期の末

まつじつ
日（金

きんゆう
融機

きか ん
関が休

きゅうぎょう
業日

び
の

ときは翌
よくえいぎょう
営業日

び
）となります。

●保
ほけんりょう
険料の変

へんこう
更について

新
しんじゅくく
宿区に１月

がつ
２日

か
以
いこ う
降に転

てんにゅう
入された方

かた
、年

ねん ど
度の途

とちゅう
中で国

こく ほ
保を脱

だったい
退された方

かた
等
とう
は、保

ほけんりょう
険料

額
がく
が変

へんこう
更となる可

かのう
能性

せい
があります。年

ねんど
度途

とちゅう
中に保

ほけんりょう
険料額

がく
の変

へんこう
更があった世

せたい
帯には、通

つうち
知書

しょ

等
とう
を送

そう ふ
付します。納

のうふ
付の際

さい
は、同

どうふう
封されている最

さいしん
新の納

のうふ
付書
しょ
で納
おさ
めてください。

●保
ほけんりょう
険料の賦

ふ か
課決
けってい
定の期

き か ん
間制
せいげん
限について

保
ほけんりょう
険料の賦

ふ か
課決

けってい
定（保

ほけんりょう
険料の変

へんこう
更）は、当

とうがい
該年

ねん ど
度における最

さいしょ
初の保

ほけんりょう
険料の納

のう き
期の翌

よくじつ
日から起

きさ ん
算して2年

ねん

経
けい か
過した以

い ご
後できなくなります。その結

けっか
果、納

おさ
めすぎた保

ほけんりょう
険料をお返

かえ
しできなくなる可

かのう
能性
せい
があります。

国
こくほ
保の脱

だったい
退手

てつ づ
続きが済

す
んでいない方

かた
や過

か
年
ねん ど
度分

ぶん
の所

しょとく
得の申

しんこく
告が済

す
んでいない方

かた
等
とう
は、速

すみ
やかに手

てつ づ
続きし

てください。

国
こく ほ
保では一

ひと り ひ と り
人一人が被

ひ
保
ほけ ん
険者

しゃ
となり、保

ほけんりょう
険料もそれぞれかかります。保

ほけんりょう
険料の納

のう ふ
付の

義
ぎ む
務は住

じゅうみんひょう
民票上

じょう
の世

せた い
帯主

ぬし
が負

お
います。世

せた い
帯主

ぬし
がほかの健

けんこう
康保

ほけ ん
険に加

かにゅう
入していて、世

せたいいん
帯員

だけが国
こく ほ
保に加

かにゅう
入している場

ばあ い
合（擬

ぎせ い
制世

せた い
帯）でも、世

せた い
帯主

ぬし
が納

のう ふ
付義

ぎ む
務者

しゃ
となります。この

ため、保
ほけんりょう
険料の通

つうち
知書
しょ
等
とう
は、世

せたい
帯主
ぬし
あてにお送

おく
りします。

１年
ねんかん
間の保

ほけんりょう
険料

加
かにゅう
入月

づき
4月
がつ

5月
がつ

6月
がつ

7月
がつ

8月
がつ

9月
がつ

10月
がつ

11月
がつ

12月
がつ

1月
がつ

2月
がつ

3月
がつ

納
の う き
期

１期
き

（6月
がつ
期
き
）

2期
き

（7月
がつ
期
き
）

3期
き

（8月
がつ
期
き
）

4期
き

（9月
がつ
期
き
）

5期
き

（10月
がつ
期
き
）

6期
き

（11月
がつ
期
き
）

7期
き

（12月
がつ
期
き
）

8期
き

（1月
がつ
期
き
）

9期
き

（2月
がつ
期
き
）

10期
き

（3月
がつ
期
き
）

12カ
か
月
げつ
分
ぶん
の保
ほけんりょう
険料を10回

かい
払
ばら
い
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保
ほけんりょう

険料の計
けいさん

算方
ほうほう

法
お問

と
い合

あ
わせ先

さき
国
こくほしかくがかり
保資格係

保
ほけんりょう
険料は世

せた い
帯を単

たん い
位として、国

こく ほ
保加

かにゅう
入者

しゃ
の人

にんずう
数と介

かい ご
護保

ほけ ん
険第

だい
2号
ごう
被
ひ
保
ほ け ん
険者

しゃ
（国

こく ほ
保に加

かにゅう
入している40歳

さい
～

64歳
さい
）の人

にんずう
数と算

さんてい
定基

き そ
礎額
がく
をもとに、次

つぎ
の方
ほうしき
式で計

けいさん
算されます。

※ 算
さんてい
定基

き そ
礎額

がく
とは、前

ぜんねん
年中

ちゅう
の総

そう
所
しょとく
得金

きんがく
額及

およ
び山

さんりん
林所

しょとくきんがく
得金額、株

かぶしき
式・長

ちょうき
期（短

たん き
期）譲

じょうと
渡所

しょとく
得金

きんがく
額等

とう
の合

ごうけい
計から、基

き そ
礎控

こうじょ
除額

がく
43

万
まんえん
円（合

ごうけい
計所

しょとく
得金

きんがく
額が2,400万

まんえん
円以

い か
下の場

ばあ い
合）を控

こうじょ
除した額

がく
です（雑

ざつ
損
そんしつ
失の繰

くりこし
越控

こうじょ
除額

がく
は適

てきよう
用しません）。なお、算

さん
定
てい
基
き
礎
そ
額
がく

が0円
えんみまん
未満になる場

ばあい
合は0円

えん
として扱

あつか
います。

令
れいわ
和6年

ねん ど
度保
ほけんりょう
険料 ＝ 医

いりょう
療分
ぶん

+ 後
こう き
期高
こうれいしゃ
齢者支

しえ ん
援金
きん
分
ぶん

+ 介
かい ご
護分
ぶん
（40歳

さい
～ 64歳

さい
の方
かた
）

医
いりょう
療 分

ぶん

+

後
こ う き
期高

こうれいしゃ
齢者支

し え ん
援金

きん
分
ぶん

+

介
か い ご
護 分

ぶん

均
きんとう
等割

わり
額
がく

均
きんとう
等割

わり
額
がく

均
きんとう
等割

わり
額
がく

49,100円
えん

16,500円
えん

16,500円
えん

× × ×

世
せ た い
帯の加

かにゅう
入者

しゃ
数
すう

世
せ た い
帯の加

かにゅう
入者

しゃ
数
すう

世
せ た い
帯の加

かにゅう
入者

しゃ
のうち

40歳
さい
～ 64歳

さい
の

加
かにゅうしゃすう
入者数

+ + +
所
しょとく
得割

わり
額
がく

所
しょとく
得割

わり
額
がく

所
しょとく
得割

わり
額
がく

世
せ た い
帯の加

かにゅう
入者

しゃ
全
ぜんいん
員の

算
さんてい
定基

き そ
礎額

がく
世
せ た い
帯の加

かにゅう
入者

しゃ
全
ぜんいん
員の

算
さんてい
定基

き そ
礎額

がく

世
せ た い
帯の加

かにゅう
入者

しゃ
のうち

40歳
さい
～ 64歳

さい
の

算
さんてい
定基

き そ
礎額

がく

× × ×
8.69％ 2.80％ 2.16％

賦
ふ か
課限

げ ん ど
度額

がく

65万
まんえん
円

賦
ふ か
課限

げ ん ど
度額

がく

24万
まんえん
円

賦
ふ か
課限

げ ん ど
度額

がく

17万
まんえん
円

※未
みしゅうがくじ
就学児は、均

きんとう
等割

わり
額
がく
が半

はんがく
額となります。

●住
じゅうみんぜい
民税の申

しんこく
告（所

しょとく
得の申

しんこく
告）について

保
ほけんりょう
険料の算

さんてい
定基

き そ
礎額
がく
は、住

じゅうみんぜい
民税の課

かぜい
税内
ないよう
容に基

もと
づいて計

けいさん
算しています。

世
せた い
帯の全

ぜんいん
員が所

しょとく
得の申

しんこく
告を行

おこな
うと、保

ほけんりょう
険料の均

きんとうわり
等割額

がく
の減

げんがく
額（16ページ）等

とう
の制

せい ど
度の

適
てきよう
用を受

う
けられることがあります。前

ぜん
年
ねんちゅう
中に所

しょとく
得がない等

とう
、税

ぜいほうじょう
法上所

しょとく
得の申

しんこく
告が不

ふよ う
要

な方
かた
でも、住

じゅうみんぜい
民税の申

しんこく
告をしてください。
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保
ほけんりょう

険料が減
げんめん

免されるとき
お問

と
い合

あ
わせ先

さき
国
こくほしかくがかり
保資格係

●均
きんとう
等割
わりがく
額の減

げんがく
額（減

げんがく
額賦

ふ か
課）

前
ぜん
年
ねんちゅう
中の所

しょとく
得が一

いってい
定の基

きじゅん
準以

い か
下の世

せた い
帯は、均

きんとう
等割

わりがく
額が減

げんがく
額されます。この適

てきよう
用を受

う
けるには、前

ぜん
年
ねんちゅう
中の

所
しょとく
得について世

せたい
帯主
ぬし
を含
ふく
む加
かにゅう
入者
しゃ
全
ぜんいん
員の所

しょとく
得が判

はんめい
明していることが必

ひつよう
要です。

前
ぜん
年
ねんちゅう
中に所

しょとく
得がない等

とう
、税

ぜいほうじょう
法上所

しょとく
得の申

しんこく
告が不

ふよう
要な方

かた
でも、住

じゅうみんぜい
民税の申

しんこく
告をしてください。

※国
こくほ
保に加

かにゅう
入していない世

せたい
帯主

ぬし
の方

かた
に所

しょとく
得がある場

ばあい
合は、減

げんがく
額にならない場

ばあい
合があります。

※減
げんがく
額の可

か ひ
否を判

はんてい
定する基

きじゅん
準日

び
は、令

れいわ
和6年

ねん
4月
がつ
1日
にち
（新

しん き
規加

かにゅう
入者

しゃ
は国

こく ほ
保に加

かにゅう
入した日

ひ
）となります。

●令
れ い わ
和6年

ね ん ど
度減
げんがく
額基
きじゅん
準表

ひょう

減
げんがく
額割

わりあい
合 所

しょとく
得金

きんがく
額（前

ぜんねん
年の総

そう
所
しょとく
得金

きんがく
額等

とう
）

1号
ごう
減
げんがく
額 ７割

わり
43万

まんえん
円＋（給

きゅうよ
与または年

ねんきん
金所

しょとく
得者

しゃ
の合

ごうけい
計数

すう
－１）×10万

まんえん
円

2号
ごう
減
げんがく
額 ５割

わり 43万
まんえん
円＋（給

きゅうよ
与または年

ねんきん
金所

しょとく
得者

しゃ
の合

ごうけい
計数

すう
－１）×10万

まんえん
円

＋29.5万
まんえん
円×（世

せたい
帯の被

ひ
保
ほけ ん
険者

しゃ
と特

とくてい
定同

どういつ
一世

せた い
帯所

しょぞく
属者

しゃ
の人

にんずう
数※）

3号
ごう
減
げんがく
額 ２割

わり 43万
まんえん
円＋（給

きゅうよ
与または年

ねんきん
金所

しょとく
得者

しゃ
の合

ごうけい
計数

すう
－１）×10万

まんえん
円

＋54.5万
まんえん
円×（世

せたい
帯の被

ひ
保
ほけ ん
険者

しゃ
と特

とくてい
定同

どういつ
一世

せた い
帯所

しょぞく
属者

しゃ
の人

にんずう
数※）

※特
とくてい
定同

どういつ
一世

せた い
帯所

しょぞく
属者

しゃ
とは、後

こうき
期高

こうれいしゃ
齢者医

いりょう
療制

せい ど
度移

いこ う
行により国

こくほ
保を脱

だったい
退した方

かた
のことです。

●非
ひ じ は つ て き
自発的失

しつぎょう
業者
しゃ
に対
たい
する保

ほけんりょう
険料の軽

けいげん
減措

そ ち
置

倒
とうさん
産や解

かい こ
雇等

とう
により離

りしょく
職された方

かた
で、以

い か
下①・②の全

すべ
ての条

じょうけん
件に該

がいとう
当する方

かた
は、届

とど
け出

で
により前

ぜんねん
年の

給
きゅうよ
与所

しょとく
得を100分

ぶん
の30に軽

けいげん
減して保

ほけんりょう
険料を計

けいさん
算します。軽

けいげん
減期

きか ん
間は、離

りしょく
職日

び
の翌

よくじつ
日の属

ぞく
する月

つき
から、そ

の月
つき
の属
ぞく
する年

ねんど
度の翌

よく
年
ねん ど
度末
まつ
までです。

①離
りしょく
職日

び
時
じて ん
点で65歳

さい
未
みま ん
満の方

かた

② 公
こうきょう
共職

しょくぎょう
業安

あんていじょ
定所（ハローワーク）から「雇

こよう
用保

ほけ ん
険受

じゅきゅう
給資

しか く
格者

しゃ
証
しょう
」または「雇

こようほけんじゅきゅうしかくつうち
用保険受給資格通知」が交

こうふ
付さ

れている方
かた
で、離

りしょく
職理

りゆ う
由の番

ばんごう
号が「11・12・21・22・23・31・32・33・34」の方

かた

●一
いっぱん
般減
げんめん
免

災
さいがい
害、倒

とうさん
産、病

びょうき
気などで生

せいかつ
活が著

いちじる
しく困

こんなん
難

となった場
ばあ い
合に、自

じぶ ん
分の資

しさ ん
産や能

のうりょく
力を活

かつよう
用し

ても納
の う ふ
付が困

こんなん
難になったときは、保

ほけんりょう
険料の

減
げんがく
額・免

めんじょ
除を申

しんせい
請することができます。申

しんせい
請

される方
かた
は電

でん わ
話などで事

じぜん
前にご相

そうだん
談ください。

なお、納
のう
期
き げ ん
限が過

す
ぎてしまった保

ほけんりょう
険料は、

対
たいしょう
象となりません。
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保
ほけんりょう

険料が減
げんめん

免されるとき
お問

と
い合

あ
わせ先

さき
国
こくほしかくがかり
保資格係

●留
りゅうがくせい
学生や日

に ほ ん
本に入

にゅうこく
国したばかりの方

かた
の均
きんとうわり
等割保

ほけんりょう
険料の軽

けいげん
減

前
ぜんねん
年の1月

がつ
～ 12月

がつ
の間

あいだ
に、日

にほ ん
本での給

きゅうよ
与収

しゅうにゅう
入が98万

まん
円
えん
以
い か
下だった方

かた
は、手

てつ づ
続きをすると、保

ほけんりょう
険料が7

割
わり
減
げんがく
額される場

ばあい
合があります。留

りゅうがくせい
学生や日

にほ ん
本に入

にゅうこく
国したばかりの方

かた
は、医

いりょう
療保

ほけ ん
険年

ねんきんか
金課国

こく ほ
保資

しかくがかり
格係で手

てつ づ
続

きしてください。また、留
りゅうがくせい
学生の方

かた
は毎
まいとし
年手

てつ づ
続きをしてください。

【手
て つ づ
続きに必

ひつよう
要なもの】

〈外
がい
国
こくせき
籍の場

ばあ い
合〉

［1］在
ざいりゅう
留カード

［2］学
がくせいしょう
生証または入

にゅうがく
学許
きょかしょう
可証（留

りゅうがくせい
学生のみ）

〈日
にほん
本国
こくせき
籍の場

ばあい
合〉

［1］パスポート（出
しゅつにゅうこく
入国のスタンプが押

おういん
印されたもの）

［2］顔
かお
写
じゃしんつ
真付きの本

ほんにん
人確
かくにん
認書
しょるい
類（パスポートの有

ゆうこう
効期

きげ ん
限が切

き
れている方

かた
）

【手
て つ づ
続きをするところ】

医
いりょう
療保

ほけ ん
険年

ねんきんか
金課国

こく ほ
保資
しかくがかり
格係

●後
こ う き
期高
こうれいしゃ
齢者医

いりょう
療制

せ い ど
度移

い こ う
行に伴

ともな
う保
ほけんりょう
険料の減

げんめん
免

保
ほけんりょう
険料負

ふ た ん
担のなかった65歳

さい
以
い
上
じょう
の健

けん
康
こう
保
ほ
険
けん
被
ひ
扶
ふようしゃ
養者が、健

けんこう ほ け ん ひ
康保険被保

ほけんしゃ
険者の後

こ う き
期

高
こうれいしゃ
齢者医

いりょう
療制

せい ど
度該

がいとう
当（75歳

さい
到
とうたつ
達）に伴

ともな
い国

こく ほ
保に加

かにゅう
入した場

ばあ い
合には、届

とど
け出

で
により、減

げんがく
額ま

たは一
いちぶ
部免
めんじょ
除になります。

●未
みしゅうがくじ
就学児に係

かか
る均
きんとうわり
等割保

ほけんりょう
険料の軽

けいげん
減

子
こそだ
育て世

せだい
代への支

しえん
援として、未

みしゅうがくじ
就学児に係

かか
る均
きんとうわり
等割保

ほけんりょう
険料が5割

わり
に軽
けいげん
減されます。軽

けいげん
減を受

う
けるにあたっ

て、申
しんせい
請等
とう
の必
ひつよう
要はありません。
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保
ほけんりょう

険料が減
げんめん

免されるとき
お問

と
い合

あ
わせ先

さき
国
こくほしかくがかり
保資格係

●産
さんぜん
前産

さ ん ご
後期

き か ん
間の保

ほけんりょう
険料の軽

けいげん
減

【対
たいしょう
象となる方

かた
】

令
れいわ
和5年

ねん
11月

がつ
1日
にち
以
いこ う
降に出

しゅっさん
産予

よて い
定または出

しゅっさん
産した国

こくみんけんこうほけん
民健康保険被

ひ
保
ほけんしゃ
険者（出

しゅっさん
産被

ひ
保
ほけんしゃ
険者）の方

かた
が対

たいしょう
象です。

妊
にんしん
娠85日

にち
（4カ

か
月
げつ
）以
いじょう
上の出

しゅっさん
産が対

たいしょう
象です（死

しざん
産、流

りゅうざん
産、早

そうざん
産及
およ
び人
じんこう
工妊
にんしん
娠中

ちゅうぜつ
絶の場

ばあ い
合も含

ふく
みます）。

※ 新
しんじゅくく
宿区より出

しゅっさん
産育

いく じ
児一

いち じ
時金

きん
の支

しきゅう
給を受

う
けている場

ばあい
合には、届

とどけで
出は不

ふよう
要です（区

く
で出

しゅっさん
産の事

じじ つ
実を確

かくにん
認し、対

たいしょう
象期

きか ん
間の保

ほけんりょう
険料を

軽
けいげん
減します）。

【受
うけつけきかん
付期間】
出
しゅっさん
産予

よて い
定日

び
の6カ

か
月
げつ
前
まえ
から届

とどけで
出ができます。出

しゅっさんご
産後の届

とどけで
出も可

かのう
能です。

【保
ほけんりょう
険料軽

けいげん
減の概

がいよう
要】

その年
ねんど
度に納

おさ
める保

ほけんりょう
険料の所

しょとくわり
得割額

がく
と均

きんとうわり
等割額

がく
から、出

しゅっさんひ
産被保

ほけんしゃ
険者の出

しゅっさん
産予

よて い
定月

づき
（又

また
は出

しゅっさん
産月

づき
）の前

ぜんげつ
月から

出
しゅっさんよてい
産予定月

づき
（又

また
は出

しゅっさん
産月

づき
）の翌

よくよく
々月

げつ
（以

い か
下「産

さんぜん
前産

さ ん ご
後期

き か ん
間」といいます。）相

そうとうぶん
当分が減

げんがく
額されます。多

たた い
胎妊

にんしん
娠の

場
ばあい
合は出

しゅっさん
産予

よて い
定月
づき
（又
また
は出

しゅっさん
産月
づき
）の3カ

か
月
げつまえ
前から6カ

か
月
げつ
相
そうとうぶん
当分が減

げんがく
額されます。

3カ
か
月
げつまえ
前 2カ

か
月
げつまえ
前 1カ

か
月
げつまえ
前 1カ

か
月
げつ ご
後 2カ

か
月
げつ ご
後 3カ

か
月
げつ ご
後

単
たんたい
胎の方

かた

出
しゅっさんよていづき
産予定月

多
たたい
胎の方

かた

出
しゅっさんよていづき
産予定月

※賦
ふ か
課限

げん ど
度額

がく
に達

たっ
している世

せたい
帯については、軽

けいげん
減を適

てきよう
用しても減

げんがく
額されない場

ばあい
合があります。

申
しんせい
請に必

ひつよう
要なもの

［1］届
とどけで
出される方

かた
の本

ほんにん
人確
かくにん
認書

しょるい
類　※4ページ参

さんしょう
照

［2］世
せたい
帯主
ぬし
と出

しゅっさん
産される方

かた
の個

こじ ん
人番

ばんごう
号確
かくにん
認書
しょるい
類　※4ページ参

さんしょう
照

［3］母
ぼ し
子健

けんこう
康手
てちょう
帳等

とう
（出

しゅっさん
産予

よて い
定日

び
が確
かくにん
認できるもの）

※ 出
しゅっさんご
産後の届

とどけで
出の場

ばあ い
合には［3］は原

げんそく
則不

ふよ う
要ですが、別

べつ
世
せた い
帯の子

こ
の場

ばあ い
合には母

ぼ し
子健

けんこう
康手

てちょう
帳（出

しゅっしょう
生届

とどけでずみ
出済証

しょうめい
明のページ）や出

しゅっしょう
生

証
しょうめいしょ
明書などで出

しゅっさん
産日

び
・親

おや こ
子関

かんけい
係を確

かくにん
認させていただきます。

郵
ゆうそうしんせい
送申請OK

…対
たいしょうきかん
象期間
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保
ほけんりょう

険料の納
おさ

め方
かた

お問
と
い合

あ
わせ先

さき
国
こくほしかくがかり
保資格係

保
ほけんりょう
険料の納

のうきげん
期限は、各

かく
納
の う き
期の末

まつじつ
日（金

きんゆう
融機

き か ん
関が休

きゅうぎょう
業日

び
のときは翌

よくえいぎょう
営業日

び
）です。

1 口
こ う ざ
座振
ふりかえ
替（自

じ ど う
動払

はらいこみ
込）による納

の う ふ
付

毎
まいつき
月末
まつじつ
日（土

ど
・日

にちようび
曜日、祝

しゅくじつ
日等
とう
の場

ばあ い
合は翌

よくえいぎょう
営業日

び
）に指

してい
定の預

よちょきん
貯金口

こう ざ
座から自

じどう
動的
てき
に納
おさ

めることができます。登
とうろく
録の手

て つ づ
続きは「新

しんじゅくく
宿区国

こくみん
民健

けんこう
康保

ほけんりょう
険料口

こ う ざ
座振

ふりかえ
替（自

じ ど う
動払

はらいこみ
込）

依
いらいしょ
頼書」でお申

もう
し込

こ
みください。

また、みずほ、三
みつびし
菱UFJ、三

みつ い
井住

すみとも
友、りそな、ゆうちょの各

かく
銀
ぎんこう
行の金

きんゆう
融機

きか ん
関口

こう ざ
座の場

ばあ い
合は、口

こうざ
座名

めい ぎ
義人

にん

ご本
ほんにん
人がキャッシュカード（磁

じ き つ き
気付）を区

くやくしょ
役所にお持

も
ちいただき、暗

あんしょう
証番

ばんごう
号で簡

かんたん
単に口

こう ざ
座振

ふりかえ
替の手

てつ づ
続きが

完
かんりょう
了します。納

おさ
め忘

わす
れのない口

こうざ
座振

ふりかえ
替での支

しは ら
払いを是

ぜ ひ
非ご利

りよ う
用ください。なお、一

いちぶ
部ご利

りよ う
用できないカー

ドがあります。
毎
まいとし
年12月

がつ
に、その年

とし
に口

こう ざ
座から引

ひ
き落

お
としされた保

ほけんりょう
険料のお知

し
らせ「口

こうざ
座振
ふりかえ
替領

りょうしゅう
収証

しょう
書
しょ
」をお送

おく
りします。

2キャッシュレスによる納
の う ふ
付

スマートフォンやパソコン等
とう
を利

りよ う
用した各

かくしゅ
種キャッシュレス決

けっさい
済方

ほうほう
法は、キャッシュレス対

たいおう
応を行

おこな
って

いる各
かくしゃ
社の利

りよう
用規

きや く
約をよくご確

かくにん
認のうえ、詐

さ ぎ
欺などに十

じゅうぶん
分注
ちゅうい
意して手

てつづ
続きを行

おこな
うようお願

ねが
いします。

●モバイルレジによる納
の う ふ
付

納
のう ふ
付書

しょ
（30万

まんえん
円以

い か
下）に印

いんさつ
刷されたバーコードをスマートフォンのカメラで読

よ

み取
と
り、モバイルバンキング（インターネットを経

けい ゆ
由して利

りよ う
用する銀

ぎんこう
行サービス）

やクレジットカードを利
りよ う
用して納

のう ふ
付することができます。詳

しょうさい
細は電

でんしばん
子版または

株
かぶしき
式会
がいしゃ
社NTTデータの「モバイルレジホームページ」をご覧

らん
ください。なお、クレ

ジット納
のう ふ
付は区

くやくしょ
役所等

とう
の窓

まどぐち
口でクレジットカード決

けっさい
済ができるサービスではあり

ません。
●ペイジーによる納

の う ふ
付

スマートフォンやパソコン、ATMから納
のう ふ
付することができます。上

じょうげん
限金

きんがく
額な

く利
りよ う
用でき、振

ふりこみ
込手

てすうりょう
数料もかかりません。詳

しょうさい
細は電

でんしばん
子版または「Pay-easy（ペイ

ジー）ホームページ」をご覧
らん
ください。

●コード決
けっさい
済を活

かつよう
用した電

で ん し
子マネーによる納

の う ふ
付

あらかじめ利
りよう
用登

とうろく
録したスマートフォン決

けっさい
済アプリの請

せいきゅう
求書

しょばら
払いサービスを活

かつよう
用して、納

のうふしょ
付書に印

いんさつ
刷

されたバーコードを読
よ
み取

と
り、納

のうふ
付することができます。利

りよう
用できる事

じぎょうしゃ
業者は納

のうふしょ
付書の裏

りめん
面に記

きさ い
載され

ていますのでご確
かくにん
認ください。詳

しょうさい
細は電

でんしばん
子版をご覧

らん
ください。

3 納
のうふしょ
付書による納

の う ふ
付

納
の う ふ
付できる場

ば し ょ
所

・・新
しんじゅくく
宿区役

やくしょ
所（医

いりょう
療保

ほけ ん
険年
ねんきん
金課

か
）・・各

かく
特
とくべつ
別出

しゅっちょうじょ
張所・・銀

ぎんこう
行・・信

しんよう
用金

きん こ
庫・・信

しんよう
用組
くみあい
合（都

とない
内）

・・郵
ゆうびんきょく
便局、ゆうちょ銀

ぎんこう
行・・コンビニエンスストア（納

のうふしょ
付書の裏

りめん
面に記

きさい
載）

4 年
ねんきん
金特
とくべつ
別徴

ちょうしゅう
収（年

ねんきん
金からの引

ひ
き落

お
とし）

65歳
さい
～ 74歳

さい
で条

じょうけん
件を満

み
たす世

せたい
帯の方

かた
は、世

せたい
帯主
ぬし
の年
ねんきん
金から保

ほけんりょう
険料を納

おさ
めていただきます。

詳
しょうさい
細は、電

でんしばん
子版または保

ほけんりょう
険料の通

つうちしょ
知書に同

どうふう
封のチラシでもご案

あんない
内しています。
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保
ほけんりょう

険料の納
の う ふ

付が困
こんなん

難なとき
お問

と
い合

あ
わせ先

さき
納
のうふすいしんがかり
付推進係

●納
の う ふ
付相
そうだん
談をしてください

保
ほけんりょう
険料の納

のう ふ
付が困

こんなん
難な場

ばあ い
合は、納

のう
期
き げ ん
限までに納

のう ふ
付推

すいしんがかり
進係へご相

そうだん
談ください。休

きゅうじつ
日

開
かいちょうび
庁日（原

げんそく
則毎
まいつき
月第
だい
４日

にちようび
曜日）にも納

のうふ
付相
そうだん
談の受

うけつけ
付を行

おこな
っています。

休
きゅうじつ
日納

のう ふ
付相
そうだん
談については、電

でんし
子版
ばん
をご確

かくにん
認ください。

●納
の う ふ
付相
そうだん
談をしていても、「督

とくそくじょう
促状」「催

さいこくしょ
告書」の送

そ う ふ
付・「延

えんたいきん
滞金」の請

せいきゅう
求を行

おこな
います。

・「督
とくそくじょう
促状」「催

さいこくしょ
告書」について

納
のう ふ
付相

そうだん
談をしていても、本

ほんらい
来の納

のうきげん
期限までに納

のう ふ
付が確

かくにん
認できない場

ばあ い
合は、法

ほうれい
令により督

とくそくじょう
促状を送

そう ふ
付す

るほか、電
でんわ
話、文

ぶんしょ
書、ショートメッセージ等

とう
による催

さいこく
告を行

おこな
います。

※督
とくそくじょう
促状のお問

と
い合

あ
わせ先

さき
➡国

こくほしかくがかり
保資格係

・「延
えんたいきん
滞金」について

納
のう ふ
付が遅

おく
れた場

ばあ い
合、納

のう ふ
付相

そうだん
談をしていても納

のうきげん
期限の翌

よくじつ
日から納

の う ふ び
付日までの日

にっすう
数に応

おう
じた延

えんたいきん
滞金を請

せいきゅう
求

することがあります。

それでも納
おさ
めないでいると、以

い か
下のような措

そ ち
置が取

と
られます。

●給
きゅうふ
付の制

せいげん
限

高
こうがく
額療

りょうよう
養費

ひ
・特

とくべつ
別療

りょうよう
養費

ひ
など、保

ほけ ん
険給

きゅうふ
付の全

ぜん ぶ
部または一

いち ぶ
部が滞

たいのう
納保

ほけんりょう
険料に充

じゅうとう
当されたり、差

さ
し止

と
めら

れたりする場
ばあ い
合があります。また、保

ほけんりょう
険料の滞

たいのう
納がある場

ばあ い
合は、限

げん ど
度額

がく
適
てきよう
用認

にんていしょう
定証（限

げん ど
度額

がく
適
てきよう
用・標

ひょうじゅん
準

負
ふた ん
担額

がく
減
げんがく
額認

にんていしょう
定証）を交

こうふ
付できないことがあります。

●滞
たいのう
納処
しょぶん
分

特
とくべつ
別な事

じじょう
情がなく滞

たいのう
納している世

せた い
帯や、納

のう ふ
付相

そうだん
談にも応

おう
じない世

せた い
帯などには、法

ほうれい
令に

基
もと
づいて預

よちょきん
貯金・給

きゅうよ
与・生

せいめい
命保

ほけ ん
険などの財

ざいさん
産調

ちょうさ
査を行

おこな
い、調

ちょうさ
査の結

けっ か
果財

ざいさん
産が見

み
つかった

場
ばあい
合は、予

よこく
告なく差

さしおさえ
押などの滞

たいのう
納処

しょぶん
分をすることがあります。

このような措
そ ち
置が取

と
られても、滞

たいのう
納している保

ほけんりょう
険料の納

の う ふ
付義

ぎ む
務はなくなりません。
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国
こ く ほ

保で受
う

けられる給
き ゅ う ふ

付
詳
しょうさい
細は電

でんしばん
子版を

ご覧
らん
ください。

国
こ く ほ

保に入
はい

っていると
お問

と
い合

あ
わせ先

さき
国
こくほきゅうふがかり
保給付係

国
こく ほ
保に加

かにゅう
入していると、医

いりょう
療機

きか ん
関等

とう
で受

じゅしん
診したときの医

いりょう
療費

ひ
をはじめ、さまざまな給

きゅうふ
付が受

う
けられます。

医
いりょう
療機

きか ん
関等
とう
の窓
まどぐち
口で保

ほけん
険証

しょう
を提

てい じ
示すれば、一

いってい
定の自

じ こ
己負

ふた ん
担額
がく
（一

いち ぶ
部負

ふたんきん
担金）で医

いりょう
療を受

う
けることができます。

一
い ち ぶ
部負

ふたんきん
担金

● 0歳
さい
～就

しゅうがく
学前
まえ
 ２割

わり

●就
しゅうがく
学後

ご
～ 69歳

さい
 ３割

わり

● 70歳
さい
～ 74歳

さい
 ２割

わり
もしくは３割

わり※

※詳
くわ
しくは28ページ参

さんしょう
照

自
じ こ ふ た ん ぶ ん
己負担分

２割
わり
もしくは３割

わり
国
こく ほ
保負

ふた ん
担分
ぶん

７割
わり
もしくは８割

わり

総
そう
医
いりょう
療費

ひ
（実
じつさい
際にかかった医

いりょう
療費

ひ
）

一
いち ぶ
部負

ふたんきん
担金（窓

まどぐち
口支

しは ら
払い分

ぶん
）

保
ほ け ん
険証

しょう
が使

つか
えない場

ば あ い
合

●健
けんこう
康診
しんだん
断や予

よぼう
防注

ちゅうしゃ
射 ●正

せいじょう
常分
ぶんべん
娩

●美
びよう
容整
せいけい
形　　　　　　●差

さがく
額ベッド

●  単
たん
なる肩

かた
こりや筋

きんにく
肉疲

ひろ う
労等

とう
に対

たい
する柔

じゅうどう
道

整
せいふくし
復師、はり・きゅう師

し
、マッサージ師

し

の施
せじゅつ
術 など

給
きゅうふ
付が制

せいげん
限される場

ば あ い
合

●けんか、泥
でいすい
酔等
とう
によるけがや病

びょうき
気

●故
こ い
意の事

じ こ
故や犯

はんざい
罪によるけがや病

びょうき
気

●交
こうつう
通事

じ こ
故などにあったとき

交
こうつう
通事

じ こ
故や暴

ぼうりょく
力等

とう
、第

だいさんしゃ
三者（加

かがいしゃ
害者）から受

う
けたけがや病

びょうき
気等

とう
の治

ちりょう
療費

ひ
は、本

ほんらい
来加

かがいしゃ
害者が全

ぜんがく
額負

ふた ん
担すべきで

すが、加
かがいしゃ
害者不

ふめ い
明や加

かがいしゃ
害者と話

はな
し合

あ
いがつかない等

とう
の場

ばあ い
合は、国

こく ほ
保の給

きゅうふ
付が受

う
けられます。その際

さい
は、必

かなら
ず

新
しんじゅくく
宿区に届

とど
け出

で
をしてください。後

ごじつ
日、新

しんじゅくく
宿区が立

た
て替

か
えた治

ちりょう
療費

ひ
を加

かがいしゃ
害者に請

せいきゅう
求します。

国
こ く ほ

保をやめるときの注
ちゅうい

意点
てん

お問
と
い合

あ
わせ先

さき
国
こくほきゅうふがかり
保給付係

転
てんしゅつ
出したときや、職

しょくば
場の健

けんこう
康保

ほけ ん
険に加

かにゅう
入した等

とう
、新

しんじゅくく
宿区の国

こくほ
保をやめているにもか

かわらず、その保
ほけ ん
険証

しょう
を使

つか
って診

しんりょう
療を受

う
けた（受

う
けていた）ときは、後

ごじ つ
日、新

しんじゅくく
宿区へ

医
いりょう
療費

ひ
（国

こく ほ
保負

ふた ん
担分
ぶん
）を返

へんかん
還していただきます。

なお、転
てんしゅつ
出先
さき
・職
しょくば
場の健

けんこう
康保

ほけ ん
険証

しょう
が交

こう ふ
付されるまでに時

じかん
間がかかることがあります。

健
けんこう
康保

ほけ ん
険証

しょう
が手

ても と
元に届

とど
いていなくても、新

あたら
しい健

けんこう
康保

ほけ ん
険の加

かにゅう
入日

び
に遡

さかのぼ
って新

しんじゅくく
宿区の

国
こくほ
保の資

しかく
格がなくなります。

給
きゅうふ
付制

せい ど
度の詳

しょうさい
細や詳

くわ
しい申

しんせい
請方

ほうほう
法は、電

でんしばん
子版でご覧

らん
いただけます。本

ほんさっし
冊子と併

あわ
せて活

かつよう
用してください。

また、ご不
ふめいてん
明点があれば国

こくほ
保給
きゅうふ
付係

がかり
までご連

れんらく
絡ください。TEL 03-5273-4149 FAX 03-3209-1436
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高
こうれい

齢受
じゅきゅう

給者
しゃ

証
しょう

お問
と
い合

あ
わせ先

さき
国
こくほしかくがかり
保資格係

国
こく ほ
保で医

いりょう
療を受

う
ける70歳

さい
～ 74歳

さい
の方

かた
には、70歳

さい
の誕

たんじょうづき
生月の翌

よくげつ
月（誕

たんじょうび
生日

が月
つき
の初

しょにち
日の場

ばあ い
合は誕

たんじょうづき
生月）から使

しよ う
用できる高

こうれい
齢受

じゅきゅう
給者

しゃ
証
しょう
をお送

おく
りします。

高
こうれい
齢受

じゅきゅう
給者

しゃ
証
しょう
には、病

びょういん
院等

とう
の窓

まどぐち
口での一

い ち ぶ
部負

ふ た ん
担割

わりあい
合（2割

わり
もしくは3割

わり
）が

表
ひょうじ
示されています。診

しんりょう
療を受

う
けるときは、「保

ほけん
険証

しょう
」と「高

こうれい
齢受

じゅきゅう
給者
しゃ
証
しょう
」の両

りょうほう
方を

提
てい じ
示してください。
なお、マイナンバーカードの健

けんこう
康保

ほけんしょう
険証利

りよ う
用（マイナ保

ほけんしょう
険証）の登

とうろくご
録後は、

「保
ほけんしょう
険証」と「高

こうれい
齢受

じゅきゅうしゃしょう
給者証」がなくても診

しんりょう
療を受

う
けることができます。利

りよ う
用で

きる医
いりょう
療機

きか ん
関等
とう
は、厚

こうせい
生労

ろうどうしょう
働省のホームページで確

かくにん
認できます。

●一
い ち ぶ
部負

ふ た ん
担割
わりあい
合の判

はんてい
定基
きじゅん
準

医
いりょう
療費

ひ
の自

じ こ
己負

ふた ん
担割

わりあい
合は、毎

まいとし
年、住

じゅうみん
民税

ぜい
の課

かぜ い
税標

ひょうじゅん
準額

がく※1に基
もと
づいて判

はんてい
定し

ます。詳
くわ
しくは電

でんしばん
子版、または高

こうれい
齢受

じゅきゅう
給者
しゃ
証
しょう
に同
どうふう
封のチラシをご覧

らん
ください。

住
じゅうみん
民税

ぜい
の課

かぜ い
税標

ひょうじゅん
準額

がく※１が145万
まんえん
円以

いじょう
上の70歳

さい
～ 74歳

さい
の国

こく ほ
保加

かにゅう
入者

しゃ
がいる

70歳
さい
～ 74歳

さい
の国

こく ほ
保加

かにゅう
入者

しゃ
全
ぜんいん
員の旧

きゅう
但
ただ
し書

が
き所

しょとく
得（総

そう
所
しょとく
得金

きんがく
額等

とう

から、基
き そ
礎控

こうじょ
除額

がく
を差

さ
し引

ひ
いた額

がく
）の合

ごうけい
計金

きんがく
額が210万

まんえん
円以

い か
下

３割
わり
負
ふた ん
担 ２割

わり
負
ふた ん
担※２ ２割

わり
負
ふた ん
担

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

同
どういつ
一世

せた い
帯に70歳

さい
～ 74歳

さい
の国

こく ほ
保加

かにゅう
入者

しゃ
が

①1
ひとり
人で、年

ねんかん
間の総

そう
収
しゅうにゅう
入が383万

まんえん
円未

みま ん
満

②2
ふたり
人以

いじょう
上で、年

ねんかん
間の総

そう
収
しゅうにゅう
入が520万

まんえん
円未

みま ん
満

③ 国
こ く ほ
保から後

こう き
期高

こうれいしゃ
齢者医

いりょう
療制

せい ど
度に移

いこ う
行した人

ひと
の収

しゅうにゅう
入

も含
ふく
めて年

ねんかん
間の総

そう
収
しゅうにゅう
入が520万

まんえん
円未

みま ん
満

※1　課
かぜい
税標

ひょうじゅん
準額

がく
とは総

そう
所
しょとく
得金

きんがく
額等

とう
から、各

かくしゅ
種所

しょとく
得控

こうじょ
除を差

さ
し引

ひ
いた額

がく
です。

※2　申
しんせい
請が必

ひつよう
要な場

ばあい
合があります。
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国
こ く ほ

保の給
きゅうふ

付制
せ い ど

度
お問

と
い合

あ
わせ先

さき
国
こくほきゅうふがかり
保給付係

❶療
りょうよう
養費

ひ
の支
しきゅう
給～いったん全

ぜんがく
額負

ふ た ん
担したとき～

保
ほけん
険証

しょう
を持

も
たずに医

いりょう
療機

きか ん
関等

とう
で受

じゅしん
診した場

ばあ い
合や、医

い し
師の指

し じ
示により治

ちりょう
療用

よう
装
そう ぐ
具を作

つく
った場

ばあ い
合など次

つぎ
の事

じゆ う
由

でかかった費
ひよ う
用は、いったん被

ひ
保
ほけ ん
険者

しゃ
が全

ぜんがく
額を支

しは ら
払う必

ひつよう
要があります。ただし、後

ごじ つ
日、新

しんじゅくく
宿区に申

しんせい
請するこ

とによって、申
しんせい
請後

ご
約
やく
3カ

か
月
げつ
で、支

しはら
払い額

がく
の7割

わり
もしくは8割

わり
が「療

りょうよう
養費

ひ
」として返

へんかん
還されます。

診
しんりょう
療日

び
の翌
よくじつ
日（治

ちりょう
療用
よう
装
そう ぐ
具は領

りょうしゅうしょ
収書の日

ひづけ
付の翌

よくじつ
日）から2年

ねん
を経

けい か
過すると時

じこう
効により支

しきゅう
給できなくなります。

急
きゅうびょう
病など、やむを得

え
ない理

りゆう
由で

保
ほけん
険証

しょう
を持

も
たずに保

ほけん
険診

しんりょう
療を受

う
けたとき

※真
しん
にやむを得

え
なかったかどうかも審

しんさ
査の対

たいしょう
象

医
い し
師の指

し じ
示により

治
ちりょう
療用
よう
装
そう ぐ
具を作

つく
ったとき

柔
じゅうどう
道整

せいふくし
復師にかかったとき

※急
きゅうせい
性・亜

あ
急
きゅうせい
性のけがの治

ちりょう
療

はり・きゅう、マッサージの施
せじゅつ
術を受

う
けたとき

※医
い し
師の同

どうい
意が必

ひつよう
要

海
かいがい
外でやむを得

え
ない理

りゆう
由で、保

ほけん
険診

しんりょう
療に該

がいとう
当する

治
ちりょう
療等
とう
を受

う
けたとき

※治
ちりょう
療目

もくてき
的の渡

とこう
航の場

ばあい
合は対

たいしょう
象外

がい

必
ひつよう
要書
しょるい
類

●支
しはら
払った医

いりょう
療費

ひ
の領

りょうしゅうしょ
収書

●診
しんりょう
療（調

ちょうざい
剤）報

ほうしゅう
酬明
めいさいしょ
細書（医

いりょう
療機

きか ん
関等
とう
発
はっこう
行）

必
ひつよう
要書
しょるい
類

●装
そうぐ
具を必

ひつよう
要とする医

い し
師の証

しょう
明
めいしょ
書等
とう

●装
そうぐ
具の領

りょうしゅうしょ
収書・明

めいさいしょ
細書

●写
しゃしん
真（靴

くつがた
型装

そう ぐ
具のみ）

必
ひつよう
要書
しょるい
類

●施
せじゅつ
術の明

めいさいしょ
細書（柔

じゅうどう
道整

せいふくし
復師発

はっこう
行）

●施
せじゅつ
術料

りょうきん
金領

りょうしゅうしょ
収書

必
ひつよう
要書
しょるい
類

●施
せじゅつ
術を認

みと
めた医

い し
師の同

どういしょ
意書

●施
せじゅつ
術の明

めいさいしょ
細書（施

せじゅつ
術師

し
発
はっこう
行）

●施
せじゅつ
術料

りょうきん
金領

りょうしゅうしょ
収書

必
ひつよう
要書
しょるい
類

●診
しんりょう
療内
ないよう
容明
めいさいしょ
細書（傷

しょうびょう
病名
めい
が分

わ
かるもの）…A

●支
しはら
払った医

いりょう
療費

ひ
の領

りょうしゅうしょ
収書・明

めいさいしょ
細書…B

● A・Bの日
に ほ ん ご
本語の訳

やくぶん
文

●治
ちりょう
療を受

う
けた方

かた
のパスポート

●調
ちょうさ
査同

どういしょ
意書

申
しんせい
請に必

ひつよう
要なもの

■療
りょうよう
養費

ひ
支
しきゅう
給申
しんせいしょ
請書

■窓
まどぐち
口に来

く
る方
かた
の本

ほんにん
人確
かくにん
認書

しょるい
類 ※4ページ参

さんしょう
照

■受
じゅしん
診当

とう じ
時の世

せたい
帯主

ぬし
の振
ふりこみ
込先

さき
の分

わ
かるもの

■その他
た
、内
ないよう
容に応

おう
じた必

ひつよう
要書
しょるい
類（上

じょうき
記を確

かくにん
認してください）

郵
ゆうそうしんせい
送申請OK
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❷高
こうがく
額療

りょうよう
養費

ひ
制
せ い ど
度～医

いりょう
療費

ひ
が高
こうがく
額になったとき～

月
つき
の初

しょにち
日から末

まつじつ
日までの1カ

か
月
げつ
間
かん
で医

いりょう
療費

ひ
が高

こうがく
額になり、医

いりょう
療費

ひ
の一

いち ぶ
部負

ふた ん
担金

きん
が自

じ こ
己負

ふた ん
担

限
げん ど
度額

がく
を超

こ
えた世

せた い
帯には、超

こ
えた部

ぶぶ ん
分が支

しきゅう
給されます。支

しきゅう
給される世

せた い
帯には、通

つうじょう
常受

じゅしん
診月

づき
の3

～ 4カ
か
月
げつ
後
ご
に世

せた い
帯主

ぬし
あてに通

つうち
知をお送

おく
りします。通

つうち
知が届

とど
いたら申

しんせい
請してください。支

しきゅう
給まで

1カ
か
月
げつ
程
てい ど
度かかります。診

しんりょう
療を受

う
けた月

つき
の翌

よくげつ
月の初

しょにち
日から2年

ねん
を経

けい か
過すると時

じこ う
効により支

しきゅう
給で

きなくなります。
また、一

いってい
定の条

じょうけん
件を満

み
たしている世

せたい
帯は、2回

かい め
目以

いこ う
降の申

しんせい
請手

てつ づ
続きが不

ふよう
要となり、自

じどう
動振
ふりこみ
込となります。

申
しんせい
請に必

ひつよう
要なもの ■新

しんじゅくく
宿区からお送

おく
りした高

こうがく
額療

りょうよう
養費

ひ
支
しきゅう
給申
しんせいしょ
請書

■窓
まどぐち
口に来

く
る方
かた
の本
ほんにん
人確
かくにん
認書
しょるい
類 ※4ページ参

さんしょう
照

■世
せたい
帯主

ぬし
と診

しんりょう
療を受

う
けた方

かた
の個

こじ ん
人番
ばんごう
号確
かくにん
認書
しょるい
類 ※4ページ参

さんしょう
照

■世
せたいぬし
帯主の口

こうざ
座が分

わ
かるもの　※印

いんじ
字されている場

ばあい
合は不

ふよう
要

郵
ゆうそうしんせい
送申請OK

　70歳
さい
未
み ま ん
満の方

かた
の場

ば あ い
合

70歳
さい
未
み ま ん
満の自

じ こ
己負

ふ た ん
担限

げ ん ど
度額

がく
（表

ひょう
1）

区区
く ぶ んく ぶ ん
分分 所所

しょとくしょとく
得得要要

ようけんようけん
件件（（世世

せ た いせ た い
帯帯））※1※1

自自
じ こじ こ
己己負負

ふ た んふ た ん
担担限限

げ ん どげ ん ど
度度額額

がくがく

過過
か こか こ
去去1212カカ

かか
月月
げつげつ
以以
い な いい な い
内内の1～ 3の1～ 3回回

か い めか い め
目目 44回回

か い めか い め
目目以以

い こ うい こ う
降降（（多多

たすうかいたすうかい
数回数回該該

がいとうがいとう
当当））※2※2

アア 901901万万
まんえんまんえん
円円超超

ちょうちょう 252,600252,600円円
えんえん
//月月
つきつき
（（総総

そうそう
医医
いりょういりょう
療療費費

ひひ
が842,000が842,000円円

えんえん
をを

超超
ここ
えたえた場場

ばあいば あ い
合合は、そのは、その超超

ここ
えたえた額額

がくがく
の1％の1％分分

ぶんぶん
がが加加

かさんか さ ん
算算））

140,100140,100円円
えんえん
//月月
つきつき

イイ
600600万万

まんえんまんえん
円円超超

ちょうちょう
～～

901901万万
まんえんまんえん
円円以以

い かい か
下下

167,400167,400円円
えんえん
//月月
つきつき
（（総総

そうそう
医医
いりょういりょう
療療費費

ひひ
が558,000が558,000円円

えんえん
をを

超超
ここ
えたえた場場

ばあいば あ い
合合は、そのは、その超超

ここ
えたえた額額

がくがく
の1％の1％分分

ぶんぶん
がが加加

かさんか さ ん
算算））

93,00093,000円円
えんえん
//月月
つきつき

ウウ
210210万万

まんえんまんえん
円円超超

ちょうちょう
～～

600600万万
まんえんまんえん
円円以以

い かい か
下下

80,10080,100円円
えんえん
//月月
つきつき
（（総総

そうそう
医医
いりょういりょう
療療費費

ひひ
が267,000が267,000円円

えんえん
をを

超超
ここ
えたえた場場

ばあいば あ い
合合は、そのは、その超超

ここ
えたえた額額

がくがく
の1％の1％分分

ぶんぶん
がが加加

かさんか さ ん
算算））

44,40044,400円円
えんえん
//月月
つきつき

エエ 210210万万
まんえんまんえん
円円以以

い かい か
下下 57,60057,600円円

えんえん
//月月
つきつき

44,40044,400円円
えんえん
//月月
つきつき

オオ 住住
じゅうみんじゅうみん
民民税税

ぜいぜい
非非
ひひ
課課
かぜ いか ぜ い
税税 35,40035,400円円

えんえん
//月月
つきつき

24,60024,600円円
えんえん
//月月
つきつき

※1　 所
しょとく
得とは、総

そう
所
しょとく
得金

きんがく
額等

とう
から基

き そ
礎控

こうじょ
除を差

さ
し引

ひ
いたものです。所

しょとく
得不

ふめ い
明の方

かた
がいる世

せたい
帯は、「ア」の区

くぶん
分となります。

診
しんりょう
療年

ねんげつ
月が1月

がつ
から7月

がつ
までは前

ぜんぜんねん
々年の所

しょとく
得を、8月

がつ
から12月

がつ
までは前

ぜんねん
年の所

しょとく
得を使

しよう
用します。

※2　多
たすうかい
数回該

がいとう
当については、34ページ下

した
の「自

じ こ
己負

ふた ん
担限

げん ど
度額

がく
以
いじょう
上支

しは ら
払った月

つき
のカウント方

ほうほう
法」をご覧

らん
ください。

● 複
ふくすう
数の世

せたいいん
帯員、医

いりょう
療機

き か ん
関等
とう
での受

じゅしん
診があった場

ば あ い
合の合

がっさん
算する条

じょうけん
件について（70歳

さい
未
み ま ん
満の場

ば あ い
合）

1．1カ
か
月
げつ
ごと（月

つき
の初
しょにち
日から末

まつじつ
日）

2．医
いりょう
療機

きか ん
関ごと

※同
おな
じ医

いりょう
療機

きか ん
関等

とう
であっても医

い か
科と歯

し か
科、外

がいらい
来と入

にゅういん
院は区

くべ つ
別します。

3．受
じゅしん
診者
しゃ
ごと

4． 外
がいらい
来の院

いんがい
外処

しょほう
方で薬

やっきょく
局に支

し は ら
払った額

がく
は、処

しょほうせん
方箋発

はっこう
行医

いりょう
療機

き か ん
関での

一
いちぶ
部負

ふた ん
担額
がく
と合
がっさん
算可

かの う
能

→上
じょうき
記を満

み
たし、21,000円

えん
以
いじょう
上になったときに合

がっさん
算の対

たいしょう
象となります。
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　70歳
さい
以
いじょう
上75歳

さい
未
み ま ん
満の方

かた
の場

ば あ い
合

自
じ こ
己負

ふ た ん
担限

げ ん ど
度額

がく
（表

ひょう
2）

区
く ぶ ん
分 所

しょとく
得要

ようけん
件（世

せ た い
帯）※1 負

ふ た ん
担割

わりあい
合

自
じ こ
己負

ふ た ん
担限

げ ん ど
度額

がく

外
がいらい
来（個

こ じ ん
人単

た ん い
位） 外

がいらい
来＋入

にゅういん
院（世

せ た い
帯単

た ん い
位）

4回
か い め
目以

い こ う
降

（多
たすうかい
数回該

がいとう
当）※2

現
げんえき
役並

な
みⅢ

住
じゅうみん
民税

ぜい
の課

かぜ い
税標

ひょうじゅん
準額

がく
が

690万
まんえん
円以

いじょう
上

3割
わり

252,600円
えん
/月
つき
（総

そう
医
いりょう
療費

ひ
が842,000円

えん
を

超
こ
えた場

ばあい
合は、その超

こ
えた額

がく
の1％分

ぶん
が加

かさ ん
算）

140,100円
えん

現
げんえき
役並

な
みⅡ

住
じゅうみん
民税

ぜい
の課

かぜ い
税標

ひょうじゅん
準額

がく
が

380万
まんえん
円以

いじょう
上

690万
まんえん
円未

みま ん
満

167,400円
えん
/月
つき
（総

そう
医
いりょう
療費

ひ
が558,000円

えん
を

超
こ
えた場

ばあい
合は、その超

こ
えた額

がく
の1％分

ぶん
が加

かさ ん
算）

93,000円
えん

現
げんえき
役並

な
みⅠ

住
じゅうみん
民税

ぜい
の課

かぜ い
税標

ひょうじゅん
準額

がく
が

145万
まんえん
円以

いじょう
上

380万
まんえん
円未

みま ん
満

80,100円
えん
/月
つき
（総

そう
医
いりょう
療費

ひ
が267,000円

えん
を

超
こ
えた場

ばあい
合は、その超

こ
えた額

がく
の1％分

ぶん
が加

かさ ん
算）

44,400円
えん

一
いっぱん
般

住
じゅうみん
民税

ぜい
の課

かぜ い
税標

ひょうじゅん
準額

がく
が

145万
まんえん
円未

みま ん
満

2割
わり

18,000円
えん

（年
ねんかん
間144,000円

えん
上
じょうげん
限）※3

57,600円
えん 44,400円

えん

（外
がいらい
来＋入

にゅういん
院）

Ⅱ 住
じゅうみん
民税

ぜい
非
ひ
課
かぜ い
税 8,000円

えん
24,600円

えん
―

Ⅰ 住
じゅうみん
民税

ぜい
非
ひ
課
かぜ い
税 8,000円

えん
15,000円

えん
―

※1　 課
かぜ い
税標

ひょうじゅん
準額

がく
とは総

そう
所
しょとく
得金

きんがく
額等

とう
から各

かくしゅ
種所

しょとく
得控

こうじょ
除を差

さ
し引

ひ
いた額

がく
です。

診
しんりょう
療年

ねんげつ
月が1月

がつ
から7月

がつ
までは前

ぜんぜんねん
々年の所

しょとく
得を、8月

がつ
から12月

がつ
までは前

ぜんねん
年の所

しょとく
得

を使
しよう
用します。

※2　 多
たすうかい
数回該

がいとう
当については、下

か き
記の「自

じ こ
己負

ふた ん
担限

げん ど
度額

がく
以
いじょう
上支

しは ら
払った月

つき
のカウント方

ほうほう
法」

をご覧
らん
ください。なお、区

くぶ ん
分が一

いっぱん
般の方

かた
は、外

がいらい
来＋入

にゅういん
院の自

じ こ
己負

ふた ん
担限

げん ど
度額

がく
を超

こ
え

た月
つき
が3回

かい
以
いじょう
上あったときの4回

かい め
目以

いこ う
降の限

げんど
度額

がく
です。

※3　 8月
がつ
から翌

よくねん
年7月

がつ
までに、外

がいらい
来診

しんりょう
療で支

しは ら
払った医

いりょう
療費

ひ
が144,000円

えん
を超

こ
えた場

ばあい
合に、

超
こ
えた額

がく
が支

しきゅう
給されます。支

しきゅう
給される世

せたい
帯には、年

ねん
に1回

かい
、世

せた い
帯主

ぬし
あてに通

つうち
知をお

送
おく
りしますので申

しんせい
請してください。

自
じ こ
己負

ふ た ん
担限

げ ん ど
度額
がく
以
いじょう
上支

し は ら
払った月

つき
のカウント方

ほうほう
法

受
じゅしん
診月
づき
以
いぜ ん
前の12カ

か
月
げつ
以
いな い
内に、自

じ こ
己負

ふた ん
担限

げん ど
度額
がく
以
いじょう
上支

しは ら
払った月

つき
の数
かず
によって、限

げんど
度額
がく
が変

か
わります。

 ※自
じ こ
己負

ふた ん
担限

げん ど
度額

がく
以
いじょう
上支

しは ら
払った月

つき
を「 」としています

3月
がつ

4月
がつ

5月
がつ

6月
がつ

7月
がつ

8月
がつ

9月
がつ

10月
がつ

11月
がつ

12月
がつ

1月
がつ

2月
がつ

3月
がつ

1回
かい め
目 2回

かい め
目 3回

かい め
目 4回

かい め
目

多
たすうかい
数回該

がいとう
当受

じゅしん
診月

づき
の12カ

か
月
げつ
より前

まえ
のためカウント対

たいしょう
象外

がい
ここからカウントを始

はじ
める
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計
けいさん
算例

れい
（70歳

さい
未
み ま ん
満の世

せ た い
帯）

例
れい
：所
しょとく
得区

くぶ ん
分「ウ」※32ページの表

ひょう
1

夫
おっと
（50歳

さい
）

入
にゅういん
院 300,000円

えん

 （3割
わり
負
ふた ん
担）

総
そう
医
いりょう
療費

ひ
：1,000,000円

えん

妻
つま
（50歳

さい
）

外
がいらい
来 6,000円

えん

 （3割
わり
負
ふた ん
担）

総
そう
医
いりょう
療費

ひ
：20,000円

えん

子
こ
（20歳

さい
）

外
がいらい
来 30,000円

えん

 （3割
わり
負
ふた ん
担）

総
そう
医
いりょう
療費

ひ
：100,000円

えん

①世
せ た い
帯全
ぜんたい
体の一

い ち ぶ
部負

ふ た ん
担額
がく
を算

さんしゅつ
出する。

300,000円
えん
＋ 30,000円

えん
＝ 330,000円

えん

※ 妻
つま
の外

がいらい
来6,000円

えん
は21,000円

えん
以
いじょう
上という条

じょうけん
件を満

み
たさないため、世

せたい
帯合

がっさん
算の対

たいしょう
象からは外

はず
れます（32ページ下

した
の

「複
ふくすう
数の世

せたいいん
帯員、医

いりょう
療機

きか ん
関等

とう
での受

じゅしん
診があった場

ばあい
合の合

がっさん
算する条

じょうけん
件について」を参

さんしょう
照）。

②世
せ た い
帯全
ぜんたい
体の自

じ こ
己負

ふ た ん
担限

げ ん ど
度額
がく
を計
けいさん
算する。

　80,100円
えん
＋（1,100,000円

えん
－267,000円

えん
）×1％＝88,430円

えん

※自
じ こ
己負

ふた ん
担限

げん ど
度額

がく
の計

けいさん
算方

ほうほう
法は、32ページの表

ひょう
1を参

さんしょう
照

③世
せ た い
帯全
ぜんたい
体の支

しきゅう
給額
がく
を計
けいさん
算する。

　330,000円
えん
－88,430円

えん
＝241,570円

えん
（支
しきゅう
給額
がく
）

計
けいさん
算例

れい
（70歳

さい
以
いじょう
上75歳

さい
未
み ま ん
満の世

せ た い
帯）

例
れい
：所
しょとく
得区

くぶ ん
分「一

いっぱん
般」※34ページの表

ひょう
2

夫
おっと
（73歳

さい
）

外
がいらい
来A 15,000円

えん
（2割

わり
負
ふた ん
担）

外
がいらい
来B 5,000円

えん
（2割

わり
負
ふた ん
担）

総
そう
医
いりょう
療費

ひ
合
ごうけい
計：100,000円

えん

妻
つま
（73歳

さい
）

外
がいらい
来 3,000円

えん
（2割

わり
負
ふた ん
担）

入
にゅういん
院 50,000円

えん
（2割

わり
負
ふた ん
担）

総
そう
医
いりょう
療費

ひ
合
ごうけい
計：265,000円

えん

①個
こ じ ん
人ごとの外

がいらい
来償

しょうかん
還額
がく
を算

さんしゅつ
出する。

夫
おっと
：（15,000円

えん
＋5,000円

えん
）－18,000円

えん
＝2,000円

えん

区
くぶ ん
分「一

いっぱん
般」の外

がいらい
来限

げん ど
度額
がく

※34ページの表
ひょう
2を参

さんしょう
照

妻
つま
：0円

えん
※外
がいらい
来で負

ふたん
担した3,000円

えん
が限

げん ど
度額
がく
18,000円

えん
に満

み
たないため

②世
せ た い
帯全
ぜんたい
体の支

しきゅう
給額
がく
を計
けいさん
算する。

　（  　18,000円
えん
　  ＋  　3,000円

えん
　  ＋  　50,000円

えん
　  ）－57,600円

えん
＝13,400円

えん

③支
しきゅう
給額
がく
を合
ごうけい
計する。

　2,000円
えん
＋13,400円

えん
＝15,400円

えん
（支
しきゅう
給額
がく
）

入
にゅういん
院時

じ
の医
いりょう
療費

ひ
がどうしても支

し は ら
払えないとき

災
さいがい
害や失

しつぎょう
業により一

いちじてき
時的に生

せいかつ
活困

こんなん
難になり、医

いりょう
療費

ひ
の自

じ こ
己負

ふたん
担額

がく
の支

しはら
払いに困

こま
ったときは、事

じぜん
前の申

しんせい
請

及
およ
び審

しんさ
査のうえ、自

じ こ
己負

ふたん
担額

がく
を減
げんがく
額または免

めんじょ
除する制

せいど
度があります。必

かなら
ず入

にゅういん
院前

まえ
にご相

そうだん
談ください。

なお残
のこ
る夫

おっと
の

自
じ こ
己負

ふた ん
担額
がく

妻
つま
の外
がいらい
来

負
ふた ん
担額
がく

妻
つま
の入

にゅういん
院

負
ふた ん
担額
がく

区
くぶ ん
分「一

いっぱん
般」の世

せたい
帯限

げん ど
度額
がく

※34ページの表
ひょう
2を参

さんしょう
照
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❸限
げ ん ど
度額
がく
適
てきよう
用認
にんてい
定証

しょう
（限

げ ん ど
度額
がく
適
てきよう
用・標

ひょうじゅん
準負

ふ た ん
担額
がく
減
げんがく
額認
にんてい
定証

しょう
）

「限
げん ど
度額

がく
適
てきよう
用認

にんていしょう
定証（限

げん ど
度額

がく
適
てきよう
用・標

ひょうじゅん
準負

ふ た ん
担額

がく
減
げんがく
額認

にんていしょう
定証）」を提

てい じ
示すると、１カ

かげつかん
月間に１つの医

いりょう
療機

き か ん
関

（入
にゅういん
院・外

がいらい
来は別

べつ
、医

い か
科と歯

し か
科は別

べつ
）の窓

まどぐち
口で支

しはら
払う医

いりょうひ
療費が自

じ こ
己負

ふた ん
担限

げん ど
度額
がく
までとなります。

交
こう ふ
付希

きぼ う
望の方

かた
は、国

こく ほ
保給

きゅうふかかり
付係に申

しんせい
請してください。ただし、保

ほけんりょう
険料に滞

たいのう
納があると交

こう ふ
付できないことがあ

ります。また、適
てきよう
用年

ねんがっぴ
月日は申

しんせい
請月
づき
の初
しょにち
日からとなります。

70歳
さい
以
いじょう
上の方

かた
で、所

しょとく
得区

くぶ ん
分が「一

いっぱん
般」・「現

げんえきな
役並みⅢ」（34ページの表

ひょう
2を参

さんしょう
照）の場

ばあい
合は、高

こうれい
齢受

じゅきゅうしゃしょう
給者証の

提
ていじ
示のみで医

いりょうひ
療費が自

じ こ
己負

ふた ん
担限

げん ど
度額
がく
までとなります。

なお、マイナンバーカードの健
けんこう
康保

ほけんしょう
険証利

りよ う
用（マイナ保

ほけんしょう
険証）の登

とうろくご
録後で、保

ほけんりょう
険料に滞

たいのう
納がない場

ばあ い
合は、

「限
げん ど
度額

がく
適
てきよう
用認

にんていしょう
定証」がなくても自

じ こ
己負

ふた ん
担限

げん ど
度額

がく
を超

こ
える支

しは ら
払いが免

めんじょ
除されます。利

りよ う
用できる医

いりょう
療機

きか ん
関等

とう
は、

厚
こうせい
生労

ろうどうしょう
働省のホームページで確

かくにん
認できます。

例
れい
：年
ねんれい
齢40歳

さい
所
しょとく
得区

くぶ ん
分「エ」（限

げんど
度額
がく
57,600円

えん
）

　　※32ページの表
ひょう
1を参

さんしょう
照

　　一
いちぶ
部負

ふた ん
担額
がく
90,000円

えん
（3割

わり
負
ふた ん
担）

　　総
そう
医
いりょう
療費

ひ
300,000円

えん

●医
いりょう
療機

き か ん
関等
とう
に限

げ ん ど
度額
がく
適
てきよう
用認
にんてい
定証

しょう
の提

て い じ
示がない場

ば あ い
合

医
いりょう
療機

き か ん
関等

とう
の窓

まどぐち
口で一

いち ぶ
部負

ふ た ん
担額

がく
90,000円

えん
（3割

わり
負
ふ た ん
担）を支

しは ら
払い、

後
ごじつ
日、高

こうがく
額療

りょうよう
養費

ひ
として32,400円

えん
の支
しきゅう
給を受

う
けます。

●医
いりょう
療機

き か ん
関等
とう
に限

げ ん ど
度額
がく
適
てきよう
用認
にんてい
定証

しょう
を提

て い じ
示した場

ば あ い
合

医
いりょう
療機

きか ん
関等
とう
の窓
まどぐち
口で自

じ こ
己負

ふた ん
担限

げん ど
度額
がく
57,600円

えん
を支

しは ら
払います。

申
しんせい
請に必

ひつよう
要なもの ■世

せたい
帯主
ぬし
または交

こうふ
付を受

う
ける方

かた
の保

ほけ ん
険証

しょう

■窓
まどぐち
口に来

く
る方
かた
の本
ほんにん
人確
かくにん
認書
しょるい
類 ※4ページ参

さんしょう
照

■交
こうふ
付を受

う
ける方

かた
の個

こじ ん
人番
ばんごう
号確

かくにん
認書
しょるい
類 ※4ページ参

さんしょう
照

郵
ゆうそうしんせい
送申請OK

❹入
にゅういんちゅう
院中の食

しょくじだい
事代

標
ひょうじゅん
準負

ふた ん
担額
がく
（1食

しょく
あたり）を自

じ こ
己負

ふた ん
担し、残

のこ
りは保

ほけん
険者
じゃ
が負

ふた ん
担します。

区
く ぶ ん
分 標

ひょうじゅん
準負

ふ た ん
担額

がく
（1食

しょく
あたり）

●住
じゅうみん
民税

ぜい
課
かぜ い
税世

せた い
帯 490円

えん

● 70歳
さい
未
みま ん
満で住

じゅうみん
民税

ぜい
非
ひ
課
かぜ い
税世

せた い
帯

● 70歳
さい
以
いじょう
上で住

じゅうみん
民税

ぜい
非
ひ
課
かぜ い
税世

せた い
帯Ⅱ

（34ページの表
ひょう
2参
さんしょう
照）

90日
にち め
目までの入

にゅういん
院 230円

えん

90日
にち
を超

こ
える入

にゅういん
院 180円

えん※

● 70歳
さい
以
いじょう
上で住

じゅうみん
民税

ぜい
非
ひ
課
かぜ い
税世

せた い
帯Ⅰ（34ページの表

ひょう
2参
さんしょう
照） 110円

えん

※ 申
しんせい
請月

づき
以
いぜ ん
前の12カ

か
月
げつ
以
いな い
内に90日

にち
を超

こ
える入

にゅういん
院をした方

かた
は、申

しんせい
請してください。標

ひょうじゅん
準負

ふた ん
担額

がく
が230円

えん
から180円

えん
に減

げんがく
額さ

れる標
ひょうじゅん
準負

ふた ん
担額

がく
減
げんがく
額認

にんてい
定証

しょう
を交

こう ふ
付します。ただし、申

しんせい
請月

づき
の翌

よくげつ
月から適

てきよう
用になります。

＊非
ひ
課
かぜ い
税世

せた い
帯の場

ばあい
合、標

ひょうじゅん
準負

ふた ん
担額

がく
減
げんがく
額認

にんてい
定証

しょう
を提

てい じ
示すると標

ひょうじゅん
準負

ふた ん
担額

がく
が減

げんがく
額されます。

＊ やむを得
え
ない理

りゆう
由で減

げんがく
額が受

う
けられなかった場

ばあい
合は、申

しんせい
請により標

ひょうじゅん
準負

ふた ん
担額

がく
の差

さが く
額を支

しきゅう
給します。

詳
くわ
しくはお問

と
い合

あ
わせください。
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無
むりょう
料低
ていがく
額診

しんりょう
療事
じぎょう
業

国
こく ほ
保の仕

し く
組みとは別

べつ
に、経

けいざいてき
済的理

りゆ う
由により適

てきせつ
切な医

いりょう
療を受

う
けることができない

方
かたがた
々が、一

いちじてき
時的に医

いりょう
療機

きか ん
関の診

しんりょう
療を必

ひつよう
要とする場

ばあ い
合に、無

むりょう
料または低

ていがく
額で診

しんりょう
療を受

う

けられる制
せいど
度があります。

※一
いってい
定の条

じょうけん
件があり、事

じぜん
前申

しんせい
請が必

ひつよう
要 福

ふく し
祉部

ぶ
生
せいかつ
活福

ふく し
祉課

か
相
そうだん
談支

しえ ん
援係

がかり
へ相

そうだん
談してください。

福
ふくし
祉部

ぶ
生
せいかつ
活福

ふく し
祉課

か
相
そうだん
談支

しえ ん
援係

がかり
　TEL 03-5273-4552　FAX 03-3209-0278

❺出
しゅっさん
産したとき

加
かにゅう
入者
しゃ
が出

しゅっさん
産したとき、出

しゅっさん
産育

いく じ
児一

いち じ
時金
きん
を支
しきゅう
給します。

出
しゅっさんび
産日

出
しゅっさんいくじいちじきんしきゅうがく
産育児一時金支給額

（出
しゅっさんじ
産児1人

り
あたり）

令
れいわ
和5年

ねん
３月

がつ
31日

にち
まで 42万

まんえん
円

令
れい わ
和5年

ねん
４月

がつ
1日
にち
から 50万

まんえん
円

＊妊
にんしん
娠12週

しゅう
と1日

にち
（85日

にち
）以
いじょう
上の生

しょうさん
産・流

りゅうざん
産・死

しざ ん
産が対

たいしょう
象

▶直
ちょくせつ
接支
しはらい
払制

せ い ど
度・受

うけとり
取代

だ い り
理制

せ い ど
度

新
しんじゅくく
宿区から医

いりょう
療機

きかん
関等
とう
に直

ちょくせつ
接出

しゅっさん
産育

いくじ
児一

いちじ
時金

きん
を支

しはら
払います。

詳
くわ
しくは出

しゅっさん
産予

よて い
定の医

いりょう
療機

きか ん
関等
とう
にお問

と
い合

あ
わせください。

▶下
か き
記の方

かた
は新
しんじゅくく
宿区での手

て つ づ
続きが必

ひつよう
要

・直
ちょくせつ
接支

しはらい
払制

せい ど
度を利

りよ う
用しない、または出

しゅっさん
産される医

いりょう
療機

きか ん
関

等
とう
が対
たいおう
応しない場

ばあい
合

・出
しゅっさん
産費

ひよ う
用が出

しゅっさん
産育

いく じ
児一

いち じ
時金
きん
に満

み
たず差

さがく
額支
しきゅう
給がある場

ばあい
合

・外
がいこく
国で出

しゅっさん
産した場

ばあい
合（※事

じぜん
前にお問

と
い合

あ
わせください）

　　※ 出
しゅっさん
産の翌

よくじつ
日から2年

ねん
を経

けい か
過すると時

じこう
効により支

しきゅう
給できなくなり

ます。

❻亡
な
くなったとき

加
かにゅう
入者

しゃ
が亡

な
くなったとき、葬

そうさい
祭を行

おこな
った方

かた
に対

たい
し、7万

まんえん
円

が支
しきゅう
給されます。

葬
そうさい
祭を行

おこな
った方

かた
が申
しんせい
請者
しゃ
となります。

葬
そうさい
祭の翌

よくじつ
日から2年

ねん
を経

けい か
過すると時

じこ う
効により支

しきゅう
給できなく

なります。

❼傷
しょうびょう
病手

てあてきん
当金

国
こく ほ
保の加

かにゅうしゃ
入者で令

れい わ
和5年

ねん
５月

がつ
7日
にち
までに新

しんがた
型コロナウイルス感

かんせんしょう
染症に感

かんせん
染するなどし、給

きゅうよ
与等

とう
の支

しは ら
払いを

受
う
けることができなくなった方

かた
に傷

しょうびょう
病手

てあてきん
当金を支

しきゅう
給します。2年

ねん
を経

けい か
過すると時

じこ う
効により支

しきゅう
給できなくなり

ます。申
しんせい
請する場

ばあい
合は事

じぜん
前にお問

と
い合

あ
わせください。

申
しんせい
請に必

ひつよう
要なもの

■医
いりょう
療機

きか ん
関等
とう
と交

か
わす合

ごうい
意文
ぶんしょ
書

■領
りょうしゅうしょ
収書・明

めいさいしょ
細書

■出
しゅっさん
産の確

かくにん
認ができるもの

■世
せたい
帯主
ぬし
の口

こう ざ
座が分

わ
かるもの

■窓
まどぐち
口に来

く
る方
かた
の本
ほんにん
人確
かくにん
認書
しょるい
類

※4ページ参
さんしょう
照

■出
しゅっさん
産された方

かた
の個

こじ ん
人番
ばんごう
号確
かくにん
認書

しょるい
類

※4ページ参
さんしょう
照

郵
ゆうそうしんせい
送申請OK

申
しんせい
請に必

ひつよう
要なもの

■葬
そうさい
祭を行

おこな
った領

りょうしゅうしょ
収書の原

げんぽん
本

■葬
そうさい
祭を行

おこな
った方

かた
の口

こう ざ
座が分

わ
かるもの

■窓
まどぐち
口に来

く
る方
かた
の本
ほんにん
人確
かくにん
認書
しょるい
類

※4ページ参
さんしょう
照

郵
ゆうそうしんせい
送申請OK
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❽長
ちょうき
期特
とくてい
定疾
しっぺい
病で療

りょうよう
養の方

かた

下
か き
記の特

とくてい
定疾

しっぺい
病で療

りょうよう
養される方

かた
は、「特

とくてい
定疾

しっぺい
病療

りょうよう
養受

じゅりょう
療証

しょう
」の交

こう ふ
付申

しんせい
請をしてください。医

いりょう
療機

きか ん
関等

とう
に提

てい じ
示

すると、その治
ちりょう
療費

ひ
の自

じ こ
己負

ふた ん
担限

げん ど
度額

がく
が1カ

か
月
げつ
1万
まんえん
円となります。ただし、70歳

さい
未
み ま ん
満の人

じんこう
工透

とうせき
析にかかる

療
りょうよう
養について、所

しょとく
得（基

き そ
礎控

こうじょ
除後

ご
）が600万

まんえん
円を超

こ
える世

せた い
帯の方

かた
、または1

ひとり
人でも所

しょとく
得不

ふめ い
明の方

かた
がいる世

せたい
帯の

方
かた
の自

じ こ
己負

ふた ん
担限

げん ど
度額
がく
は1カ

か
月
げつ
2万
まんえん
円です。申

しんせい
請月
づき
の初
しょにち
日から適

てきよう
用となり、遡

さかのぼ
って交

こう ふ
付できません。

対
たいしょう
象となる特

とくてい
定疾
しっぺい
病

・人
じんこう
工腎
じんぞう
臓（人

じんこう
工透
とうせき
析）を実

じっし
施している慢

まんせい
性腎

じんふぜん
不全

・ 血
けっ
しょう分

ぶんかく
画製
せいざい
剤を投

とうよ
与している先

せんてんせい
天性血

けつえき
液凝
ぎょうこ
固第
だい
Ⅷ因

いん し
子障

しょうがい
害または第

だい
Ⅸ因

いん し
子障

しょうがい
害（いわゆる血

けつゆうびょう
友病）

・抗
こう
ウイルス剤

ざい
を投

とう よ
与している後

こうてんせい
天性免

めんえき
疫不

ふぜ ん
全症

しょうこうぐん
候群（血

けつえき
液凝
ぎょうこ
固因

いん し
子製
せいざい
剤の投

とうよ
与に起

きいん
因するHIV感

かんせん
染）

申
しんせい
請に必

ひつよう
要なもの ■対

たいしょう
象疾
しっぺい
病を証

しょうめい
明するもの

■窓
まどぐち
口に来

く
る方
かた
の本
ほんにん
人確
かくにん
認書
しょるい
類 ※4ページ参

さんしょう
照

■認
にんてい
定を受

う
ける方

かた
の個

こじ ん
人番
ばんごう
号確

かくにん
認書
しょるい
類 ※4ページ参

さんしょう
照

郵
ゆうそうしんせい
送申請OK

❾結
けっかく
核・精

せいしん
神医
いりょう
療給
きゅうふ
付証

しょう
の交

こ う ふ
付

▶結
けっかく
核医
いりょう
療給
きゅうふ
付金
きん
受
じゅきゅう
給者
しゃ
証
しょう
の交

こ う ふ
付 お問

と
い合

あ
わせ先

さき
保
ほけん
健予

よぼ う
防課

か
予
よぼ う
防係

がかり
　TEL 03-5273-3859

感
かんせん
染症

しょうほう
法（結

けっかく
核）の適

てきよう
用を受

う
けている国

こく ほ
保加

かにゅう
入者

しゃ
で、住

じゅうみん
民税

ぜい
非
ひ
課
かぜ い
税（18歳

さい
未
みま ん
満の方

かた
は世

せた い
帯主

ぬし

が非
ひ
課
か ぜ い
税）の方

かた
は、申

しんせい
請により「結

けっかく
核医

いりょう
療給

きゅうふ
付金

きん
受
じゅきゅう
給者

しゃ
証
しょう
」が交

こう ふ
付されます。この証

しょう
を医

いりょう
療

機
きか ん
関に提

ていじ
示することで、自

じ こ
己負

ふた ん
担金
きん
がかかりません。

▶国
こ く ほ
保受

じゅきゅう
給者
しゃ
証
しょう
（精
せいしん
神通
つういん
院）の交

こ う ふ
付 お問

と
い合

あ
わせ先

さき
各
かく
保
ほけ ん
健センター　※46ページ参

さんしょう
照

自
じりつ
立支

しえ ん
援医

いりょう
療制

せい ど
度に基

もと
づく公

こう ひ
費負

ふた ん
担を受

う
けている国

こく ほ
保加

かにゅう
入者

しゃ
で、同

どういつ
一世

せた い
帯の国

こく ほ
保被

ひ
保
ほけ ん
険者

しゃ
全
ぜんいん
員が住

じゅうみん
民税

ぜい
非
ひ

課
かぜ い
税の場

ばあ い
合は、申

しんせい
請により「国

こく ほ
保受

じゅきゅう
給者

しゃ
証
しょう
（精

せいしん
神通

つういん
院）」が交

こう ふ
付されます。この証

しょう
を医

いりょう
療機

きか ん
関等

とう
に提

てい じ
示すること

で、自
じ こ
己負

ふた ん
担金
きん
がかかりません。対

たいしょう
象になるのは外

がいらい
来のみです。

都
と が い
外で受

じゅしん
診した場

ば あ い
合

結
けっかく
核・精

せいしん
神医

いりょう
療給

きゅうふ
付証

しょう
に記

きさ い
載されている

指
し て い
定医

いりょう
療機

き か ん
関が東

とうきょう
京都

と が い
外の場

ば あ い
合は、医

いりょう
療

機
きか ん
関等

とう
の窓

まどぐち
口で自

じ こ
己負

ふた ん
担金

きん
をお支

しは ら
払いいた

だき、後
ごじつ
日、国

こく ほ
保給

きゅうふ
付係

がかり
に申

しんせい
請してくださ

い。自
じ こ
己負

ふた ん
担金
きん
相
そうとう
当額
がく
を支
しきゅう
給します。なお、

診
しんりょう
療日

び
の翌

よくじつ
日から2年

ねん
を経

けい か
過すると時

じこ う
効に

より支
しきゅう
給できなくなります。

申
しんせい
請に必

ひつよう
要なもの

■結
けっかく
核・精

せいしん
神医

いりょう
療給
きゅうふ
付金

きん
支
しきゅう
給申
しんせい
請書
しょ

■支
しはら
払った医

いりょう
療費

ひ
の領

りょうしゅうしょ
収書

■結
けっかく
核医
いりょう
療給
きゅうふ
付金
きん
受
じゅきゅう
給者
しゃ
証
しょう
または国

こくほ
保受

じゅきゅう
給者

しゃ
証
しょう

■受
じゅしん
診者
しゃ
の口

こう ざ
座が分

わ
かるもの

■窓
まどぐち
口に来

く
る方
かた
の本

ほんにん
人確
かくにん
認書

しょるい
類 ※4ページ参

さんしょう
照

■自
じ こ ふ た ん が く
己負担額上

じょうげん
限管

かんりひょう
理票

郵郵
ゆうそうしんせいゆうそうしんせい
送申請送申請OKOK
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国こ
く
ほ保

で
受う

け
ら
れ
る
給き

ゅ
う
ふ付

保ほ
け
ん
り
ょ
う

険
料

国こ
く
ほ保

と
は

詳
しょうさい
細は電

でんしばん
子版を

ご覧
らん
ください。



保
ほ け ん

健事
じ ぎ ょ う

業のご案
あ ん な い

内
詳
しょうさい
細は電

でんしばん
子版を

ご覧
らん
ください。

新
しんじゅくく
宿区では国

こく ほ
保に加

かにゅう
入されている方

かた
の健

けんこう
康保

ほ じ
持増

ぞうしん
進のために、健

けんこうしんさ
康診査や健

けんこう
康相

そうだん
談等

とう
を行

おこな
うほか、

宿
しゅくはく
泊施

しせ つ
設の宿

しゅくはく
泊料

りょうきん
金を一

いち ぶ
部助

じょせい
成しています。

多
おお
くの方

かた
がこれらの事

じぎょう
業を利

りよう
用して、ご自

じしん
身の健

けんこう
康管

かん り
理を行

おこな
っています。お気

きがる
軽にご利

り
用
よう
ください。

※がつく事
じぎょう
業は、国

こくほかにゅうてつづき
保加入手続等

とう
の届

とどけでしょ
出書に記

きにゅう
入した情

じょうほう
報をもとに、保

ほけんじぎょう
健事業のご案

あんない
内をしています。

全
ぜん
員
いん ➡

保
ほよう
養施

しせ つ
設宿

しゅくはく
泊補

ほじ ょ
助（6～9月

がつ
） 〈お問

と
い合

あ
わせ先

さき
〉

医
いりょう
療保

ほけ ん
険年

ねんきんか
金課

庶
しょむがかり
務係宿

しゅくはく
泊施

しせ つ
設の宿

しゅくはくりょう
泊料を、1

ひとり
人1泊

ぱく
3，000円

えん
（2泊

はく
まで）補

ほじょ
助します。

16歳
さい
以
いじょう
上の方

かた ➡
歯
しかけ ん こ う し ん さ
科健康診査（6～12月

がつ
） 〈お問

と
い合

あ
わせ先

さき
〉

健
けんこう
康づくり課

か

健
けんこう
康づくり推

すいしんがかり
進係

虫
むし ば
歯や歯

し
周
しゅうびょう
病等
とう
の診

しん さ
査や、歯

は
・口
くち
の健
けんこう
康のためのアドバイスを

します。

40～74歳
さい
の方

かた ➡

★特
とくてい
定健

けんこうしんさ
康診査★特

とくてい
定保

ほけ ん
健指

しど う
導★非

ひ ひ ま ん
肥満保

ほけん
健指

しど う
導

（6～3月
がつ
） ※〈お問

と
い合

あ
わせ先

さき
〉

健
けんこう
康づくり課

か

健
けんしんがかり
診係

生
せいかつ
活習

しゅうかんびょう
慣病予

よぼ う
防を目

もくてき
的とした特

とくていけんこうしんさ
定健康診査の受

じゅしん
診機

きか い
会を設

もう
けて

います。また、健
けん
診
しん
の結

けっ か
果から生

せいかつ
活習

しゅうかんびょう
慣病のリスクに応

おう
じた保

ほ

健
けん
指
し
導
どう
を行

おこな
うため、該

がいとう
当の方

かた
には案

あんない
内を送

そうふ
付します（無

むりょう
料）。

原
げんそく
則65歳

さい
以
いじょう
上の方

かた ➡

★残
ざん
薬
やく
調
ちょうせい
整バッグ事

じぎょう
業

〈お問
と
い合

あ
わせ先

さき
〉

医
いりょう
療保

ほけ ん
険年

ねんきんか
金課

庶
しょむがかり
務係

新
しんじゅくく
宿区と連

れんけい
携する区

くない
内調

ちょうざい
剤薬

やっきょく
局では、薬

やくざいし
剤師がご自

じたく
宅に余

あま
って

いるお薬
くすり
の整

せい り
理や相

そうだん
談に対

たいおう
応します（無

むりょう
料）。また、使

つか
いやすい

専
せんよう
用の「おくすりバッグ」を差

さ
し上

あ
げます。

40～74歳
さい
の方

かた
で糖

とうにょうびょう
尿病を治

ちりょうちゅう
療中

で、特
とくていけんこうしんさ
定健康診査を受

う
けた方

かた
のうち、

重
じゅうしょうか
症化するリスクの高

たか
い方

➡
★糖

とうにょうびょうせい
尿病性腎

じんしょう
症等
とう
重
じゅうしょうか
症化予

よぼ う
防事
じぎょう
業 ※〈お問

と
い合

あ
わせ先

さき
〉

健
けんこう
康づくり課

か

健
けんしんがかり
診係

個
こ こ
々の状

じょうきょう
況に応

おう
じた保

ほ
健
けん
指
し
導
どう
を行

おこな
います。

対
たいしょう
象の方

かた
には、個

こべつ
別に案

あんない
内を送

そうふ
付します（無

むりょう
料）。

生
せいかつ
活習

しゅうかんびょう
慣病の治

ちりょう
療を中

ちゅうだん
断している

可
かのうせい
能性がある 方

かた ➡
★生
せいかつ
活習

しゅうかんびょう
慣病治

ちりょう
療中

ちゅうだんしゃ
断者への受

じゅしん
診勧

かんしょう
奨事
じぎょう
業 ※〈お問

と
い合

あ
わせ先

さき
〉

医
いりょう
療保

ほけ ん
険年

ねんきんか
金課

庶
しょむがかり
務係

受
じゅしん
診再

さいかい
開にむけ、みなさんが持

も
つ不

ふ
安
あん
に対
たい
し、看

か ん ご し
護師等

とう
が電

でん わ
話

でアドバイスをします（無
むりょう
料）。

医
いりょう
療機

きか ん
関や薬

やっきょく
局の利

りよ う
用、また、お薬

くすり

の服
ふく
用
よう
が 適
てき
切
せつ
でない可

か
能
のう
性
せい
がある方

かた ➡
★受
じゅしん
診行
こうどう
動適

てきせいか
正化事

じぎょう
業 ※〈お問

と
い合

あ
わせ先

さき
〉

医
いりょう
療保

ほけ ん
険年

ねんきんか
金課

庶
しょむがかり
務係

同
おな
じ症

しょうじょう
状で、沢

たくさん
山の病

びょういん
院を受

じゅしん
診している方

かた
等
とう
に対
たい
し、看

か ん ご し
護師等

とう

が電
でん わ
話でアドバイスをします（無

むりょう
料）。

以
いじょう
上の事

じぎょう
業のうち、★がつく事

じぎょう
業は、新

しんじゅくく
宿区第

だ い に じ
二次国

こくみん
民健

けんこう
康保

ほけ ん
険データヘルス計

けいかく
画及

およ
び第

だいよんき
四期新

しんじゅく
宿

区
くとくてい
特定健

けんこうしんさ
康診査等

とう
実
じっ し
施計

けいかく
画に定

さだ
め実

じっ し
施しています。

詳
しょう
細
さい
は電

でん
子
し
版
ばん
をご覧

らん
ください。

新
しんじゅくく
宿区第

だ い に じ
二次国

こくみん
民健
けんこう
康保

ほ け ん
険データヘルス計

けいかく
画及
およ
び第

だいよんきしんじゅくくとくていけんこうしんさ
四期新宿区特定健康診査等

とう
実
じ っ し
施計
けいかく
画とは？

被
ひ
保
ほけんしゃ
険者の健

けんこう
康増

ぞうしん
進（健

けんこう
康寿

じゅみょう
命の延

えんしん
伸）、医

いりょうひ
療費の適

てきせいか
正化、生

せいかつ
活習

しゅうかんびょう
慣病の発

はっしょう
症や重

じゅうしょうか
症化の予

よぼ う
防を目

もくてき
的に定

さだ

めています。詳
しょうさい
細は電

でんしばん
子版をご覧

らん
ください。

　 詳
しょうさい
細は別

べっさつ
冊[新

しんじゅくくこくみんけんこうほけん
宿区国民健康保険 保

ほけん
健

事
じぎょう
業のお知

し
らせ]を参

さんしょう
照してください。

　 詳
しょうさい
細は別

べっさつ
冊[新

しんじゅくくこくみんけんこうほけん
宿区国民健康保険 保

ほけん
健

事
じぎょう
業のお知

し
らせ]を参

さんしょう
照してください。

44



詳
しょうさい
細は電

でんしばん
子版を

ご覧
らん
ください。お問

と

い合
あ

わせ先
さ き

医
いりょうほけんねんきんか
療保険年金課（本

ほんちょうしゃ
庁舎4階

かい
）

係
かかり
の名

な ま え
前 電

でんわばんごう
話番号 FAX

資
しかくとどけで
格届出・保

ほけんりょう
険料賦

ふ か
課・保

ほけんりょうのうふ
険料納付・口

こうざふりかえ
座振替 国

こくほ し か く
保資格係

がかり 03-5273-4146

03-3209-1436
保
ほけんきゅうふ
険給付・高

こうがく
額療

りょうよう
養費

ひ
国
こくほきゅうふ
保給付係

がかり 03-5273-4149

納
のうふそうだん
付相談 納

のうふすいしん
付推進係

がかり 03-5273-4158

保
ほ よ う し せ つ
養施設 庶

しょむ
務係

がかり 03-5273-4078

高
こうれいしゃいりょうたんとうか
齢者医療担当課（本

ほんちょうしゃ
庁舎4階

かい
）

電
でんわばんごう
話番号 FAX

後
こうきこうれいしゃいりょうせいど
期高齢者医療制度 03-5273-4562 03-3203-6083

健
けんこう
康づくり課

か
・保

ほ け ん
健センター

係
かかり
・保

ほ け ん
健センターの名

な ま え
前 電

でんわばんごう
話番号 FAX

健
けんこうしんさ
康診査

がん検
けんしん
診

歯
し か
科健

けんこうしんさ
康診査

健
けんしんがかり
診係 03-5273-4207

03-5273-3930
健
けんこう
康づくり推

すいしんがかり
進係 03-5273-3047

牛
うしごめ
込保

ほけ ん
健センター 03-3260-6231 03-3260-6223

四
よつ や
谷保

ほけ ん
健センター

女
じょせい
性の健

けんこう
康支

しえ ん
援センター

03-3351-5161 03-3351-5166

東
ひがし
新
しん
宿
じゅく
保
ほ
健
けん
センター 03-3200-1026 03-3200-1027

落
おちあい
合保

ほけ ん
健センター 03-3952-7161 03-3952-9943

特
とくべつしゅっちょうじょ
別出張所（※一

い ち ぶ
部の届

とど
け出

で
は特

とくべつしゅっちょうじょ
別出張所でもできます。）

特
とくべつしゅっちょうじょめい
別出張所名 電

でんわばんごう
話番号 FAX

資
し か く
格届

とどけで
出

・ 加
かにゅう
入

・ 脱
だったい
退

・ 変
へんこう
更

保
ほけんりょう
険料納

の う ふ
付

四
よつや
谷特

とくべつしゅっちょうじょ
別出張所 03-3354-6171 03-3350-9403

箪
たん す
笥町
まち
特
とくべつしゅっちょうじょ
別出張所 03-3260-1911 03-3235-7121

榎
えのきちょう
町特

とくべつしゅっちょうじょ
別出張所 03-3202-2461 03-3202-2476

若
わかまつちょう
松町特

とくべつしゅっちょうじょ
別出張所 03-3202-1361 03-3207-1591

大
お お く ぼ
久保特

とくべつしゅっちょうじょ
別出張所 03-3209-8651 03-3207-1831

戸
とつ か
塚特

とくべつしゅっちょうじょ
別出張所 03-3209-8551 03-3207-1861

落
おちあい
合第
だいいち
一特

とくべつしゅっちょうじょ
別出張所 03-3951-9196 03-3952-3181

落
おちあい
合第

だい に
二特

とくべつしゅっちょうじょ
別出張所 03-3951-9177 03-3952-3183

柏
かしわぎ
木特

とくべつしゅっちょうじょ
別出張所 03-3363-3641 03-3363-3477

角
つのはず
筈特

とくべつしゅっちょうじょ
別出張所 03-3377-4381 03-5350-2868

●毎
まいにち
日の診

しんりょうあんない
療案内（24 時

じ か ん
間）

東
とうきょうと
京都医

いりょう
療機

きか ん
関案
あんない
内サービスひまわり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . TEL 03-5272-0303

東
とうきょうしょうぼうちょう
京消防庁救

きゅうきゅうそうだん
急相談センター . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . TEL 03-3212-2323
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印刷物作成番号
2024-1-3208

この印刷物は、業者委託により103,500部印刷製本しています。
その経費として、1部あたり46.79円（税込み）がかかっています。
ただし、編集時の職員人件費や配送経費などは含んでいません。

あなたのくらしと

国保National 
Health 
Insurance 
Guide

こく ほ

新宿区国民健康保険のご案内
Information on Shinjuku City 
National Health Insurance

ほ  けんしんじゅくく  こくみん  けんこう あんない

https://www.city.shinjuku.lg.jp/kenkou/hoken01_002065.html

FY2024 Edition
令和6年度版（2024）
れい わ ねん ばんど

multilingual
あなたのくらしと国保 電子版

こく  ほ でん し ばん

National Health Insurance Guide
Electronic Version

National Health Insurance Guide

国民健康保险简介

국민건강보험의 안내

英　　　語

中　国　語

韓　国　語

ネパール語

ベトナム語

ミャンマー語

えい ご

ごちゅう ごく

ごかん こく

ご

ご

ご

令和6年度版　令和6年6月発行
編集・発行

新宿区健康部医療保険年金課
〒160-8484 新宿区歌舞伎町1-4-1

TEL 03-3209-1111（代表）　FAX 03-3209-1436

あなたのくらしと国保

新宿区ホームページに、この冊子の電子版を掲載しています。
より詳しい内容を、多言語で読むことができます。

しん じゅく  く さっ  し でん    し　 ばん けい  さい

くわ ない  よう た   げん ご よ

An electronic version of this booklet is available on the 
Shinjuku City website, where you can read further details 
in multiple languages.


	あなたのくらしと国保2024_H1-4_校
	あなたのくらしと国保2024_本文_校



